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第一章








　バケツをひっくり返したような、という表現がぴったりの大雨が降っている。

　仕事を終えた帰り道、にわかに暗くなった空を見てひと雨来るだろうなと思った少しあとには、降り始めていた。

　容赦のない大粒の雨に打たれ、ビル街の中でようやく見つけた軒先と呼べるものの下に駆け込んだときには、すっかり全身ずぶ濡れになってしまっていた。

　ついていない、と桃もも園ぞの乃の々の花かは思った。

　今日はせっかくいい日だったのに。

「……すごい雨ですね」

　乃々花は、隣に立つ藤ふじ宮みや大たい獅しに声をかけた。その声にハッとなったように、大獅は乃々花を見た。

　背が高くガタイのいい、少し怖い顔をした彼は、どこか慌てたような表情をしている。

「桃園さん、あの……これ着てください」

　そう言って大獅は、自分のジャケットを脱いで乃々花の肩にかけた。その気遣いと慌てて逸らされた彼の視線から、乃々花はずぶ濡れになってシャツの下の下着が透けてしまっていることに気がついた。

（やば……これってセクハラになるのかな？）

　目を逸して平静を装おうとしてくれている大獅は、乃々花の二つ年下だ。後輩社員に下着を見せるのはセクハラではないだろうかと、変な焦りが生まれる。ただでさえ人の目を引くほど胸が大きいのに、そこが濡れて下着が透けているとなれば、見る気がない人にも見せてしまうことになりかねない。

　今日は彼の付き添いで新規の取引先を訪問した結果、この雨に降られてしまった。これでは、このあとの予定はなしにするしかない。

　遠出だったとはいえ日帰りできる距離だったから、仕事が終わったら週末らしく飲みにでも誘おうかと思っていたのだ。四月に乃々花の下に配属されてきてから一ヶ月半が経つが、まだうまく打ち解けられていないと感じていたから。

　当然挨拶はするし、仕事の話はする。だが、一線引かれているというか、相手がこちらを妙に遠慮をしているのを感じるのだ。だから、もっといい仕事をしていくためにその壁を取り払いたい。

　そして、あわよくばもっと仲良くなりたいと思っている。

（それにしても、やっぱり藤宮さんは紳士だな）

　ジャケットを貸してくれたのも、こうして見ないようにしてくれているのも、彼の誠実さを感じさせる。見た目はとっつきにくい感じだが、彼が優しい人間だということを乃々花は知っていた。

「……くしゅんっ」

　すっかり体が冷えてしまって、くしゃみが出た。暖かい季節とはいえ、まだ五月。濡れたままでいると、風邪をひいてしまいそうだ。

　そんなことを意識したら、途端に寒くなってきた気がする。

「雨雲を天気のアプリで見てみたんですけど、まだ止みそうにないですね」

　何かできることはないかと考えてくれたのだろう。大獅がスマホを片手に申し訳なさそうに言った。雨は彼のせいではないのに。

　心配そうにしてくれている彼だって、乃々花と同じようにずぶ濡れだ。シャツの下は透けていないが、体にいかに筋肉がついているのがよくわかるほどになっている。それを見てドキッとしてしまって、慌てて目を逸らした。

「そっか……困りましたね」

　このまま止むまで待っているのは現実的ではないのだろうなと、乃々花は悩んだ。

　そんな乃々花の隣で大獅は何度も逡巡した様子を見せてから、意を決したように口を開いた。

「あの……この近くに休めそうなところがあるみたいなんですけど……そこ、行きませんか？」

「え？」

　大獅はなぜか怖い顔をして、じっと乃々花を見る。だが、怒っているのではないとわかったのは、彼の頬が心なしか赤くなっていたからだ。

　それを見て、ようやく乃々花は理解する。

「あ、なるほど……！　そうですね……そういうところに行けば、お風呂に入れるし服も乾かせますね」

「すみません！　本当に他意はないんです！　でも、このままだと俺も桃園さんも風邪ひきそうなので……」

「わかってます。じゃあ、行きましょうか」

　必死に弁解する様子がちょっぴり可愛くて、乃々花は笑ってしまった。

　二人がこれから向かおうとしているのは、いわゆるラブホテルだ。

　ごみごみしたビル街で休めるところなんて、そういう場所しかない。

　再び雨に濡れるのを覚悟して軒先から飛び出して走ると、すぐに妖しげなカラーの看板が見えてきた。

　二人は無言のままその建物に飛び込んで、適当な部屋を選んだ。

　エレベーターに乗ったときようやく、気になる異性とこういった場所へ来てしまったのだという実感が湧いてきた。

「本当に安心してください。俺、何もしないので」

「はい、大丈夫です」

　意識して緊張してしまっている乃々花を、どうやら大獅は怯えていると思ってくれたらしい。慣れていると思われるのも複雑だけれど、そんなふうに心配させてしまうのも申し訳ない。

（私としては、全然そうなっても構わないんだけどな……）

　このシチュエーションに胸がときめいてしまっている乃々花は、それを知られないようにそっと自分の体を抱いた。

　こんな状況を〝チャンス〟だと思って下心を出さないあたり、大獅への好感度がますます上がる。

　もともと乃々花は、大獅のことを素敵だなと思っていたのだ。

　これまでの人生の男運が散々で、前の彼氏と別れたのが一年以上前。

　気がつけば二十八歳になっていて、自分の恋愛遍歴を振り返って嫌になっていた。

　〝そういう見た目をしているから〟という理由で、物心ついたときから男性にはずっといやらしい視線を向けられてきた。付き合う男性たちも、どこか体目当てで乃々花を見ているふうだった。

　だから、一度でいいから誠実な人に大切に抱かれてみたかったのだ。そして、大獅ならもしかしたらその理想を満たしてくれるかもしれないと、密かに期待していた。

　付き合うとか恋愛とか、そこまでに至らなくてもいい。たった一度、真摯に肌を重ねてもらえて思い出を手に入れて、今後を生きる糧にしたいと考えていた。

　とはいえ、所詮そんなことは寂しい乃々花の妄想だ。きっと叶えられるわけがない。

「あの……先にお風呂どうぞ」

　部屋につくや否や、大獅はそう言って乃々花をバスルームへ行くよう勧めた。

　部屋の内装はビジネスホテルを少しおしゃれにしたようなもので、照明も落ち着いている。いかにもなラブホテルではなくて、少しホッとした。大きなベッドと、そのそばにローテーブルとソファがある。

「ありがとう。じゃあ、お言葉に甘えて……」

　ここへ来た目的はお風呂だ。拒む理由もないだろうと、乃々花は彼の言葉に従った。

　この手の建物は、バスルームが全面ガラス張りになっているなんていうデザインの部屋もあるが、運のいいことに乃々花たちが選んだ部屋の浴室は普通のものだった。磨りガラスのドアの向こうに、ごく見慣れた感じの浴室がある。普通のマンションの浴室と言われても違和感はない。

　とはいえ脱衣所はないため、一旦バスルームに入って着ていたものを脱いでから、それを外に出した。

「……やばい……緊張してきた」

　裸になってから、壁を隔てたすぐ向こうに大獅がいることを改めて意識して、乃々花はドキドキしてしまった。落ち着こうとギュッと目を閉じると、濡れたシャツの下の彼の引き締まった体を思い出して、余計にだめだった。

　慌てて目を開けると、鏡の中の自分と目が合った。すっかり頰を上気させ目を潤ませたその顔は、まさに〝誘っている〟というやつだ。

　こんな顔をして大獅の前に現れるわけにはいかないと、乃々花は気を引き締める。

「お風呂、ありがとうございました」

　濡れた服も下着も脱いでしまえば、着るものはアメニティとして用意してあったバスローブしかない。気恥ずかしいが、それを身に着けて部屋に戻った。

「あ、はい。じゃあ……俺も入ってきます」

　ガチガチに緊張した様子で、それでも乃々花を見ないように最大限紳士的な振る舞いをして、大獅もバスルームへ向かった。

　部屋に残された乃々花は、髪を拭きながらベッドに腰を下ろす。

　彼が今シャワーを浴びているのだと思うと、せっかく落ち着かせた心臓がまたうるさく騒ぎ出した。気持ちを逸らそうとしたらより一層シャワーの音に意識がいって、ドキドキしてしまう。

（せっかく藤宮さんが紳士でいてくれてるのに……これじゃあ、私がケダモノだよ）

　ドキドキしながらも、まるで飢えているような自分が嫌になる。だが、こうしてこんな状況になってしまうと嫌でも意識してしまうのだ。

　乃々花が大獅を気にするようになったのは、春先に開催されたいくつかの部署での合同の飲み会のときだ。

　そろそろ酔いつぶれた人が出てきて、二次会へ行くかどうかという雰囲気になった頃。乃々花はお手洗いへ行くために席を外した。

　そのときおそらくお酒の席のノリで、好みのタイプや気になる女性の話題になったのだろう。乃々花が戻ってきたときに、男性たちが下世話な話で盛り上がっていた。

　個室に戻る直前、嫌な気配を感じて乃々花はふすまを開けるのを一瞬ためらった。そのときに、自分のことを話題にされているのを聞いてしまったのだ。

「やっぱさ、男だったらみんな桃園ちゃんがいいっしょ。あのぷるんぷるんのおっぱい！　もぉさ、男のロマンの具現化じゃん」

　ある男性社員がそんなことを言った瞬間、その場に笑いが起きた。誰が言っているのかも、誰が笑ったのかも大体想像がついて、乃々花は怒りで体が冷えていくのを感じていた。

「頼んだら一発ヤラせてくんねぇかな。マジで！　一生に一回はあのマシュマロに包まれてみてぇだろ！」

　身体的なことをからかわれるのは、子供のときから慣れていた。体が早熟だったため、心が追いつくより先に、ずいぶんなことを言われたものだ。

　でも、大勢の前で言葉を選ばずあからさまに言われるのには、さすがにこたえた。誰も便乗はしないものの、止めもしない。〝そういうことを言ってもいい〟対象として、この下品な場で消費されているのだと乃々花は感じた。

　だが、ひとりだけ違ったのだ。

「俺、そういうのよくないと思います。全然笑えませんし、聞いていて気分が悪いです」

　笑ってもいいのだという空気が満ちているその空間で、ただひとりの男性がそう言ったのだ。その瞬間、水を打ったように静かになった。

「そ、そうだな。セクハラとかハラスメントに対する意識がより一層高まっている昨今、そういう話題は不適切だったな」

　慌ててそんなふうに話をまとめる声が聞こえた。おそらく、どこかの部署の上司だ。本来なら、彼らがいの一番に問題発言を諌めるべきだっただろう。勇気ある発言を聞いてようやくそれに気づくなんて遅すぎる。

　乃々花は個室へは戻らず、そのまま帰ることにした。だが、気になって半開きになった戸の隙間から中を覗き、勇気ある発言をした人物の姿を確認した。

　それが、後輩社員の藤宮大獅だった。　

　転属されてきたばかりの時期に自分の立場が悪くなるかもなどと考えることなく、勇気を出してくれたのである。

　その日以来、乃々花にとって大獅は気になる人になった。

　髪を乾かしながら、大獅のことを頭に思い浮かべてしまう。あのがっしりとした体に抱かれるのはどんな心地だろうかと考えると、下腹部が切なく疼いた。

　こんな妄想しているなんて、彼に知られるわけにはいかない。雨に降られたせいでこういう場所に来てしまっただけで、彼とは今後も同じ部署で良好にやっていかなければならないのだから。

「あの、あがりました」

「わっ……あ、お疲れ様です」

　ドライヤーを切った途端に声をかけられ、びっくりしてしまった。驚きすぎて、変な受け答えになる。

　そんな乃々花を見て、大獅は困った顔をした。

「こういった事態になってしまって、女性の桃園さんにはかなりの負担と不便を強いてしまっていると思うんですけれど……本当に、何もしないので安心してください。何なら、俺はそこのソファで寝るので」

　大獅はおそらく、自分の存在が乃々花を怖がらせていると思っているのだろう。どうにかして安心させられないかと、心を砕いてくれている。

　それがわかるだけに、乃々花は申し訳なくなった。

「藤宮さん、そんなに体が大きいのにソファで休むなんてだめですよ。どちらかというと、小さい私がソファでしょ」

「先輩をソファで寝かせるなんて、できません」

「こんなときに先輩も後輩も関係ないでしょ？　そんなこと言うなら、私は今晩寝ませんから」

「そんなのだめです！　それなら、半分ずつってことで……何もしないので」

　乃々花がベッドに腰を下ろしてこちらへ来るよう促すと、大獅はまた目を逸らした。その顔は赤らんでいる。

　意識されているのがわかって、乃々花は嬉しくなった。紳士なのはとても好感が持てるけれど、かといってまるで興味を持たれていないのは悲しい。

　こうして意識されているということは、もしかしたらチャンスがあるということかもしれないと乃々花は思った。ここで押せば、望みを叶えられるかもしれないと。

　勇気を出す場面だとわかっているのに、いざとなるとなかなか言葉が出なかった。ただ、魅力的な大獅を前に、ドキドキするしかできない。

「……藤宮さんは『何もしない』って言いますけど、私としては、何かされてもいいんですよ……？」

「え……！」

　おそるおそるベッドに腰かけた大獅に、乃々花も意を決して言ってみた。もっとうまい誘い文句があればよかったのだが、これが精いっぱいだ。

　これまでの人生では、自分から声をかけることがなかったから、誘う方法を知らないのだ。

「藤宮さんとなら……そういうことになってもいいと思ってます」

　さっきの言葉で伝わらなかったら恥ずかしいと思い、乃々花はもうひと押しのつもりでそう言った。すると、大獅は驚いたように目を見開き、ごくりと唾を飲み込んだ。

　でも、彼はしばらく何も言わなかった。意味が伝わらなかったのかとか、適切な断りの言葉を探しているのだろうかと、乃々花は不安になる。

「それは……俺に抱かれてもいいってことですか？」

　身を乗り出して、真剣な表情で大獅は乃々花を見つめてくる。どうやら、意図は伝わったらしい。そして、彼もその気になってくれたようだ。

　その熱のこもった眼差しに胸をときめかせながら、こくりと頷いた。

　それから、どちらともなく目を閉じてキスをする。

　唇と唇が触れ合った瞬間、その柔らかさにうっとりした。大きくてガタイのいい大獅でも、唇は柔らかいのだ。だが、乃々花の唇と比べると、乾いていて少しカサッとしている。

「んっ……」

　そんなことを考える余裕があったのは、少しの間だけだ。

　食むように重なり合っていた唇の間を割って、大獅の舌が口の中に入り込んできた。ぬるりとした感触とそのあたたかさに、乃々花は震えた。

　あれだけ期待してしまっていたからか、すでにキスだけで気持ちがいい。それなのにこれからもっと深く繋がるのだと思うと、下腹部は先ほどまでとは比べものにならないほどキュンと疼いていた。

　唇は離さないまま、大獅がギュッと抱きしめてくる。バスローブ越しでも、がっしりとした腕に抱かれているのがわかって、乃々花の鼓動はさらに速くなる。

　しばらく角度を変え、深さを変えて舌を絡めるキスをしていたが、やがてゆっくりと体をベッドに横たえられた。

　目を開けると、真剣な表情をした大獅が、乃々花のバスローブの紐に手をかけていた。怒っているかのようにも見えるのは、きっと緊張しているからだ。

　これだけ紳士的で、恵まれた体格をしていて、顔立ちも爽やかなスポーツマン系の彼だ。モテないはずはないだろう。そんな人がこうして自分を前にして緊張している様子なのが、ひどく愛おしくなる。

「触っても、いいですか？」

「はい……いいですよ」

　バスローブの前をはだけると、大獅は改めて聞いてきた。だめというわけがないのにと思いつつ、乃々花は笑顔で頷いた。

「すごい……柔らかいな」

「ん、ふ……ふあぁっ」

　大獅は目の前の乃々花の大きな胸のふくらみを前にして、そっと手を伸ばしてくる。はじめはこわごわと触れていたのに、すぐに我慢ができなくなったようで指先に力を込めてきた。柔らかな肉に、彼の節々とした指先が埋まっていく。

　真っ白な肌に少し日に焼けた指。その色のコントラストだけで、何だかとても淫靡に感じる。

　乃々花はぼんやりと、彼に触れられる自分の体を見ている。

「ふ、ぅぅん……んんっ」

　力強く揉みしだかれると、気持ちがよくて声が漏れた。大獅の手つきは力強くも乃々花への配慮があるのが伝わってきて、それがまた快感に繋がる。

　これまで付き合った男性たちはみな、乃々花の胸を前にすると理性が飛んだように、荒々しく弄るのが常だった。柔らかくて程よい弾力の肌を力任せに揉みしだくのはさぞ気持ちがいいのだろう。だが、乃々花は少しも気持ちよくなかった。

　大獅は夢中で揉みしだきながらも、真剣な表情で乃々花を見つめ、どこに触れたときに喜んでいるか、つぶさに探ろうとしているようだった。

「さっきまでここ、色が薄かったのに……濃く色づいて、立ち上がってきましたね……かわいい」

「あっ……んんっ」

　大獅は乃々花の気持ちがいい場所を的確に探り当て、胸の頂をそっと摘んで、それから口に含んだ。

　暖かな口の中に含まれ、舌先で刺激されると、それだけでも快感で頭がとろけそうになる。自分が胸でこんなに感じることを、これまで乃々花は知らずにいた。

　大獅の舌は円を描くように動いて、胸の頂とその周囲をねっとりと愛撫する。もう片方の頂は指で何度もピンと弾かれ、じんじんと痺れるような刺激を感じていた。

　胸への愛撫に、乃々花の口からは甘えるような声が漏れる。気持ちがよくて、自然と腰をくねらせてしまう。

「もっと体、よく見せてください」

　大獅は胸の頂を口に含んだまま、そろりと乃々花のバスローブを脱がせにかかる。そのときに指先が脇腹や腰を撫でただけで、快感が走り体が跳ねた。

「かわいい……桃園さん、感じやすいんですね」

　そう言って、大獅は乃々花の両脚を掴んで開かせる。あらわになった秘められた場所は、触れられずともすっかり濡れてしまっているのがわかる。

　薄暗い照明の下で、蜜に濡れた秘処が彼の眼前に晒されている。

「とろとろだ……舐めたい」

「え、きゃ……あぁぁ、ん……」

　大獅は体を起こして秘処を見つめると、舌なめずりをした。彼は次の瞬間には、止める間もなくそこに顔を埋めていた。

「ひゃっ、あ……だめぇ、そんなっ……あァんっ」

　大獅の舌は舐めとる動きをして、蜜をすすっていく。かと思えば、舌先を素早く動かして乃々花のそこへ容赦なく刺激を与える。

　蜜口を執拗に舐められて、乃々花は悶絶した。気持ちがいいのも当然あるが、何より恥ずかしい。信頼のおける仕事の同僚だった人が自分の恥ずかしい部分に触れているというのが、たまらなく羞恥心を刺激してくる。

　気持ちよさと恥ずかしさに、乃々花はどうにかなってしまいそうだった。

　愛撫していた舌は、やがてその少し上の、茂みに隠れている花芽へと移動した。隠れていた小さなそこは、舌先で少し突かれるだけで電気が走るかのような刺激を覚える。じんじんと痺れるような快感に、爪先に力が入っていく。

「ここ、好きなんですね。じゃあ、舐めながらほぐしますよ」

「やっ、あぁっ……」

　花芽への愛撫をやめないまま、大獅は乃々花の濡れそぼる蜜口に指を一本突き立てた。つぷり……と音を立てて、簡単に指は呑み込まれていく。

「あっ、それ……んんっ、あんっ……」

　花芽を啜られながら指を出し入れされると、気持ちがよすぎて腰が震えた。この刺激を与えられ続けたら達してしまいそうだ。

　舐められて、指を挿れられただけなのに。これから先にどんな快感が待っているのだろうかと思うと、ほんのちょっぴり恐ろしくなった。だが、やめてほしいわけではない。

「……ふじみやさ……気持ちいぃ……も、挿れて、平気です……んんっ」

　与えられる刺激に呼吸を乱しながら、乃々花は大獅にこの先の行為を促す。

　こんなに行為の前に丁寧に愛撫されたのは、初めてだった。そして、丁寧に扱われるとたまらなく気持ちがいいのも、初めて知った。

　だから、早くひとつになりたかった。彼のもので貫かれるのを想像すると、指を咥えこんだ蜜壺が甘く疼いて締めつける。

「だめ。俺の、すごくでかいから……桃園さんのこと、痛くしたくないんです」

　大獅は体を起こして、指での愛撫に集中した。眉根を寄せて、少しつらそうにしているのがわかる。彼も、必死で耐えてくれているのだ。

　乃々花の体の準備を丁寧にしてくれたのは、大獅が初めてだ。そう思うと、彼への愛しさが増す。

　愛しいと思うと、彼のことも早く気持ちよくしてあげたくなる。

「私ばっかり気持ちよくなっちゃって、悪いから、あっ、藤宮さんも、んん……気持ちよくしてあげたい……」

　くちゅくちゅと音が立つほど激しく指を抜き挿しされながら、乃々花は自分の想いを伝える。自分がされるばかりではなく、彼にも返したいと思うから。

　だが、大獅は優しく微笑んで首を振った。

「もう俺、準備万端なんで、桃園さんに可愛いことされたら、その……我慢できそうにないんで。だから……早く繋がれるようにします」

「んっ！　や、あぁっ……！」

　大獅は指を二本に増やし、それをバラバラに動かした。それから、抜き挿しを繰り返しながら蜜口を大きく広げるような動きをする。

　指先は、蜜に濡れた熱い肉襞を念入りに擦り上げている。弱い部分はぐっと押し込むようにして擦られるから、堪えきれず指をキュンキュンと締めつけてしまった。

　どこを触ればいいか心得たのか、大獅の指は乃々花の好い部分を集中的に刺激する。

　そんなことをされたら、乃々花はもうたまらなかった。

「ん、だめ……きちゃ、う……んん、くっ……」

　涙目になって髪を振り乱し、乃々花は近づいてくる大きな快感の波に耐えようとした。だが、大獅は容赦してくれない。

　精悍な顔に艶っぽい笑みを浮かべ、指の動きを速めた。それだけではなく、親指を花芽に押し当てて、くるりと円を描くように動かした。

「……一回、うんと気持ちよくなってください」

「あっ、ひ、んくぅっ……！」

　快感の波が一気に押し寄せて、乃々花を攫っていった。白い喉を仰け反らせ、爪先をピンと伸ばして蜜壺を痙攣させる。それから、ぐったりとなって肩で息をした。

「ああ……やばい。イッてる桃園さん可愛すぎて、俺もう……」

「あっ」

　乃々花の蜜壺から指を引き抜くと、大獅はそれを見せつけるように口に咥えた。自分の匂いたっぷりの体液を彼がそうして舐めているのだと思うと、イッたばかりなのに体が疼く。

　というよりも、体は知っているのだ。今からが本番だと。

　大獅がもどかしそうにバスローブを脱ぐと、引き締まった裸身が目の前に現れた。頭の中で思い浮かべたのよりもさらに、筋肉がついた体だ。

　厚みのある胸板も、くっきりと割れ目の入った腹筋も目を引くが、何より乃々花の視線を釘付けにしたのは彼の中心に雄々しく屹立しているものだ。

　がっしりとした彼のものとしては何ら違和感のない存在感だが、それほどのものを目にしたのは初めてで、ほんの少し怖いと思ってしまう。

　それを感じ取ったのか、大獅はちょっぴり悪い顔で笑った。

「なるべく優しくするんで、あんま怖がらないでください。桃園さんのこと、気持ちよくします」

「……はい」

　そんなふうに言われたら、胸がキュンとしてしまう。自分の立派な体を自慢するでもなく、卑下するわけでもなく、優しくすると宣言する彼にまたときめいてしまった。

　真摯に、一生懸命向き合ってくれているのが嬉しい。

　大獅は枕元から避妊具をひとつとると、パッケージを開けてそれを自身に装着していく。おそらく平均的なサイズ用のそれは、彼には窮屈そうだった。ぴっちりとした薄膜を被って、その大きさがより際だっている。

「じゃあ、いきます」

　膝裏に手を入れて大きく脚を開かせられると、その中心に大獅が屹立の先端を押し当てた。シーツに滴るほどに蜜を溢れさせたそこは、少し腰を進めるだけで先端を呑み込んだ。

「あ……おっきぃ、んん……」

「あんまり余裕ないんで、可愛いこと言って煽らないで」

「んぅ……」

　堪らず上げた声を、キスで塞がれてしまった。ゆっくりと中へと入り込んでくる大獅のものは、硬くて大きくて、呑み込むごとにその圧迫感に呼吸が止まりそうだと感じるほどだ。

　しっかりと解してもらったからか、押し広げられる感覚はあるものの、引き裂かれそうな痛みはない。それどころか、なだめるようにねっとりと口づけられているせいで、早くも蜜壺は快感にうねり始めている。

「桃園さんの中、狭くてっ……あぁ……」

「ごめんなさい……気持ちよくて、つい締めつけちゃって……」

「まだ半分でこれか……」

　口づけの合間に、大獅が吐息混じりに喘いだ。彼が自分の中で気持ちよくなってくれているのが嬉しくて、乃々花の濡れた柔肉はしがみつくように切なくうねる。

　大獅は荒く獣のような呼吸をしながら、浅い部分で抜き挿ししていた。苦しげなその表情を見れば、乃々花のために堪えてくれているのがわかる。

　だが乃々花は、大獅に思いきり気持ちよくなってほしかった。だから、もっと奥へと誘うように、彼の腰に脚を巻きつけるようにする。

「ん、ふじみやさ……きて、もっと奥……あっ、あぁっ」

「……そんな可愛いこと言われたら、もう……っ」

　耐えられなくなった大獅が、ぐっと腰を進めてきた。隘路を押し広げながら、剛直が乃々花の中を突き進んでくる。

「んっ……ふ、わぁっぁあっ、そこっ……ああんっ、や、んんっ……！」

　彼のすべてを呑み込むと、乃々花はそのあまりの質量に一瞬呼吸を忘れた。だが、そこからさらに奥へと先端を押しつけられると、これまでよりさらに甲高い声を漏らす。

「桃園さんの中……すごいうねって……」

　額に汗を滲ませて、眉根を寄せ、大獅が苦しそうに呻いた。だが、苦しいのではなく感じているのだと、彼の激しい腰の動きと呼吸でわかる。

「ひゃっ……あぁんっ……きもちぃ、んっ……」

　自分では刺激することのできない最も深いところに、乃々花の弱い部分はあったのだ。大獅の太く長いものは、乃々花の感じる部分を余すことなく愛撫した。

　剛直を引き抜かれるときに浅いところが擦られ、穿かれたときは最奥の敏感な部分を押し潰される。その刺激が交互に訪れることによって、乃々花の意識は快楽に塗り潰されていった。

　目蓋の裏に星が飛んでいるような、体が軽くなってふわふわ浮いていくような、そんな心地がする。

　部屋の中には乃々花の甘えた声と、大獅の荒い息遣い、肌と肌がぶつかり合う音、溢れる蜜がかき混ぜられる湿った音が響いていた。

　行為が始まる前にあった遠慮も緊張も二人の間にはもうなく、あるのは求め合う本能だけだった。

　より深いところを突き上げようと、大獅は乃々花の両脚をさらに上に持ち上げる。そうされるとまるで真上から穿かれるようになって、さらに快感が増した。

「あぁ……しめつけ、やばい……俺、もう……」

「んっ、わたしも、あぁんっ……イクッ……イッちゃう……ああぁぁっ……！」

　あまりの気持ちよさに悲鳴を上げて、乃々花はその白い喉を晒すように身を仰け反らせた。その瞬間、咥えこんだ彼のものをひと際激しく締めつける。

「くっ……出るっ！」

　押し殺した声を漏らした直後、大獅のものが力強く脈動した。その脈動に合わせ、先端から熱い飛沫が迸る。

　それを乃々花は、達した直後の敏感すぎる最奥で受け止めた。

「ふぅ、うんっ……」

　まるで直接注ぎ込まれているかのような感触に、熱く潤んだ肉襞は搾り取るように蠕動した。

　やがて脈動が収まると、大獅はゆっくりと乃々花の中から出ていった。そして、自身から避妊具を取り外す。

「すごい……そんなに出たの……？」

「桃園さんの中、気持ちよすぎて……体が張り切ったみたいで」

　たぷたぷに満たされた避妊具を見て乃々花が素直に驚きの声を上げると、大獅は恥ずかしそうにそれを片付けた。

　薄膜に隔たれていなければ、それはすべて自分の中に注がれていたのだと思うと、乃々花は下腹部が切なく疼いた。

「やばいな……幸せすぎる」

「ん……」

　大獅は噛みしめるような微笑みを浮かべてから、乃々花を抱きしめた。それから、深々と口づけてくる。

（夕ごはんとうしようかとか聞こうと思ってたけど……今はこのままでいたいな）

　男らしい汗の匂いに包まれて、乃々花は思考がとろけていくのを感じていた。

　本当はルームサービスを頼むかとかそんな話をしようと思っていたのだが、今はそれどころではなかった。

　素敵だと思っていた人に、願っていた通りに抱かれたのだ。

　生まれて初めての極上な体験に、胸がいっぱいになっている。

「あの……裂けてませんか？」

　余韻から抜け出しつつある今、大獅は冷静になったのだろう。不安そうな顔で乃々花を見つめてくる。

　確かに彼のものは体に見合ってとても立派で、奥まで呑み込むのもひと苦労だった。だが、繋がってからはその大きさが快感に直結していたのだから、悪いことばかりではない。

「……シーツにちょっと血が滲んでるってことは、裂けちゃったんだろうけど」

「す、すみません……」

「いいよ。……すごく、気持ちよかったから」

　恐縮するのが可愛くて耳元で囁くと、彼のものがピクリと動くのがわかった。

　見れば、再び硬さと大きさを取り戻そうとしている。

　紳士な大獅とは違い、この部分はとても欲望に忠実らしい。そんなふうに考えると愛しくなって、下腹部がキュンと疼いた。

「藤宮さんのここは、まだ元気みたいですけど」

「……これでも俺、桃園さんの体を労ろうとしてるんですから、煽らないでくださいよ」

　乃々花が大獅のものをつつくと、彼は低く唸るように言った。だが、ひと度目が合えば吸い寄せられるように唇が重なって、そのまま激しく深いキスになる。

　舌を絡め合えば、大獅にも伝わるだろう。乃々花の中にまだ欲望の炎が消えずにいることが。

　幸いにも、今夜は金曜だ。このまま欲望のままに求め合っても、翌日に響くことを恐れなくていい。

「そんなにエロいキスしたってことは……覚悟はできてるんですよね？」

　獣じみた劣情が滲む目で見つめられ、乃々花は頷いた。







第二章








（あれはもしかしたら……夢だったのかな？）

　週明け、出社して仕事をこなしながら乃々花はそんなことを考えていた。

　熱い情事に溺れた翌日、乃々花と大獅は普通に別れた。

　その後帰宅して夢見心地で週末を終え、月曜になって会社で顔を合わせても、彼はこれまでと変わらない態度だった。

　乃々花に対して〝俺の女〟というような扱いをしてこない。彼がそういうことをする嫌な感じの男性だとは思っていなかったが、あまりの変わらなさには驚いていた。少しくらい甘い空気になったり、同じ時間を共有した者同士の連帯感のようなものが生まれたりするかと思っていたのに。

　紳士的に抱かれて彼により惹かれていたため、こんなふうにあっさりしたものなのかと、少し残念になる。

　とはいえ、乃々花も大人だ。仕事に支障をきたさないよう、気持ちを切り替えていかなければならない。

　乃々花が勤めているのは飲料メーカーの企画営業部だ。その中で大獅をはじめとした数名と組んで、様々なプロジェクトを動かしている。

　企画部が立ち上げた新商品やイベントを売り込んでいくのが主な仕事だ。

　先週の金曜日も、大獅がとあるホテルに何度もイベントの提案をしてようやく叶った顔合わせだった。

　大獅ひとりでも立派に話を進められただろうが、補佐として乃々花が同行した。

　無事にプレゼンが通って企画が始動した今、他のことに意識をやっている余裕はない。

　大獅も、これまでと変わらない態度で接してくるし、仕事に熱心に取り組んでいる。

　だから、この前のことは素敵な出来事として記憶に留めておくが、意識はすまいと心に決めた。

　最初から、ワンナイトで思い出を作れればいいと思っていたのだ。きっと相手も同じだったのだろうと、受け流すしかない。

　そう思っていたのだが、彼のほうから声をかけられた。

「桃園さん、これから何か予定ってありますか？」

　木曜の夕方、仕事を終えて帰ろうとしていると、待ち構えていたように大獅がやってきた。心持ち声を落としているあたり、もしかしたら業務に関する相談ではないのかもしれない。

「特にありませんけど」

「だったら、食事に行きませんか？」

　これはデートのお誘いだろうかと、乃々花はドキリとした。だがすぐに、仕事の打ち合わせかもしれないと思い直す。

　大獅の表情は真剣そのもので、浮かれている様子はない。それなのに勝手にデートだと受け取るのは糠喜びになるかもしれないと、冷静になった。

「行きましょう。お店は決めてますか？」

「はい。前からいいなと思っている店があったので」

　大獅以外にも、同僚とはたまに食事に行くことがある。そういうときのためにいくつかお気に入りの店を見つけてあるのだが、今回は不要なようだ。

　後輩からの初めての誘いにワクワクして、乃々花の足取りは自然と軽くなる。

「ここ……いい感じのお店ですね」

　大獅に案内されてやってきたのは、小洒落たトラットリアだった。店内の客層は、女性客とカップルが主だ。

　不揃いの石畳を模した床。厨房を囲むように配置されたカウンター席。テーブル席もそこそこの数が用意され、奥にはわずかにボックス席もあるようだ。オレンジがかったライトに照らされ、落ち着いた雰囲気ながらも温かみを感じさせる店内になっている。

　内装からして、ちょっとしたコース料理の楽しめるやや高級路線の店といった感じだろうか。

　いい雰囲気の店のため、やはりデートに誘われたのかと思ったが、男性ひとりでは入りにくかったという線も捨てられない。

　喜んでもいいのかどうか乃々花は悩んだが、純粋にいい感じの店で大獅と食事ができるというだけでやはり嬉しかった。

「もしかして、今後こういうところでイベントできたらなぁっていう下見ですか？」

　席についてメニューを広げながら、乃々花は大獅に尋ねる。すると彼は一瞬面食らった顔をして、ニコッと笑った。日頃の大獅は、笑うとしてもせいぜい口の端を上げるくらいだ。そんな彼が白い歯を覗かせて笑うのを見るのは初めてだった。

「そういう気持ちももちろんありますけど……桃園さんと来たかったんです」

「企画の話、できますもんね！　こういうお店でモニターさんを招待して、新商品のお披露目ができたら楽しいでしょうね。美味しいお料理と一緒に飲んでもらえたら、商品に対するイメージが湧きやすいし、ポジティブな気持ちで商品を認識してもらいやすいかも」

　そういう企画を立てるのはあくまで企画部の仕事だが、営業として売り込みをかけるためのシミュレーションはつい癖でしてしまう。

　もしその手の企画が持ち上がれば、候補となる店を探すのも、売り込みをかけて店の了承を得るのも、企画営業部の乃々花たちの仕事だ。だから、日頃からこうして店のリサーチをしておくのは重要である。

　大獅の狙いもやはりそこにあったらしく、食事をしながら話が弾んだ。

「……やっぱり、桃園さんはすごいですね」

　ふと、大獅が感心したように言った。まっすぐ見つめられ、乃々花はドキドキしてしまう。

「え？」

「いや、仕事ができて、いつもすごく楽しそうに取り組んでて、尊敬するなって」

「あ、ありがとう」

　不意打ちの褒め言葉に、乃々花はうまく言葉を返せなかった。

　褒めるときも、誰かに意見するときも、大獅はいつだってまっすくだ。

　そのまっすぐさに撃ち抜かれてしまって、乃々花の胸はドキドキして仕方がない。

　それに、男性とこうして会話をして仕事のことをまず真っ先に褒められることはなかったから、そこが何より嬉しかった。

「そうやって褒められると、照れちゃいますね。こういう容姿だから、仕事はできないと厳しい目で見られちゃいますし……」

　褒められて嬉しいのに、つい卑下してしまう。

　これまで何度も、〝そんな見た目だから仕事が取れたんだろう〟と言わんばかりの言葉を投げかけられていた。直接言ってくる人もいたし、悪気なく言う人もいる。

　そのたびに、乃々花は悔しかった。だからこそ誰よりも成果をあげなくてはと思っていたし、手を抜くものかと思っている。

　だから、大獅がまっすぐ仕事のことを評価してくれたのが嬉しかった。

　それでも、褒められ慣れていなくて、あまりうまく反応できなかった自覚はある。

「あの、週末も一緒に行ってもらいたいところがあるんですけど」

　この話題はまずいと思ったのか、大獅が少し考えてからそう切り出した。

　仕事のことなら話しやすいと考えたのだろう。それは正解で、乃々花も気持ちを切り替えることができた。

「いいですよ。男性だけだと入りにくいお店や場所って、たくさんありますもんね」

　後輩に懐かれて頼りにされているならと、乃々花は張り切って答える。

　どんな理由であれ、出かけられるのは嬉しいことだ。

　その後、食事を済ませて店を出る際、後輩に奢ってもらうわけにはいかないとまとめて会計したのだが、そのとき大獅が微妙に困った顔をしていたことに、乃々花は気づいていなかった。




　そして迎えた週末。

　待ち合わせ場所に行くと、すでに大獅はついていた。

（藤宮さん……私服も素敵）

　大獅は、七分丈のシンプルなジャケットにきれいめのデニムパンツを合わせ、足元はスニーカーというスポーティなコーディネートできめていた。筋肉質な体型の彼にその着こなしはとても合っていて、思わず見惚れてしまう。

　対して自分はどうかと、乃々花は改めて自分の服装を検分した。

　浮かれすぎて甘めの着こなしにならないようにと、トップスは透かし編みレースのカットソーを選んだものの、下はワイドパンツを合わせた。

　本当はこの時季にちょうどいい小花柄のワンピースや細いプリーツのラインがきれいなロングスカートなんかも候補に上がったのだが、張りきりすぎている感じがしてやめたのだ。

　その結果、いつもの通勤着と大差のない、ちょっとだけオシャレな着こなしに落ち着いてしまった。

　いつものスーツ姿とのギャップがある大獅を前にして、自分ももっとオシャレをしてくるんだったと、乃々花は後悔した。

「お待たせしました」

　スマホを手に待ち合わせ場所にいた大獅に声をかけると、彼はパッと顔を上げて乃々花を見て、笑顔になった。

「待ってないです。少し前に着いたところなんで」

「そう？　ならよかった」

　よくある会話だとわかっていても、何だかこのやりとりが楽しかった。「待った？」と聞いて「待ってない」と答えるというのは、デートっぽくてくすぐったい。

　だが、これはたぶんデートではない。仕事のためにどこかへ下見へ行くのだ。

「今日って、どこへ行くんですか？」

　嬉しくなっている気持ちを引き締めようと、乃々花は尋ねた。すると大獅は、なぜだか少し恥ずかしそうにする。

「……クローバー王国です」

「あ！　シマコちゃんたちのいるところですよね？」

「そうです」

　行き先を聞いて、乃々花は納得した。

　クローバー王国とは、人気キャラクターがたくさんいるテーマパークだ。〝ねこねこシマコ〟というシマネコの女の子をはじめとした可愛いキャラクターの着ぐるみたちが出迎えてくれる、好きな人にとっては夢のような場所である。

　クローバー王国を経営するクローバーという会社からは、シマコのほかにも様々なキャラクターの商品が世に送り出されている。乃々花も子供の頃からクローバーのキャラクターが好きで、文具や雑貨を揃えていたこともある。

「男性ファンもいるって聞きますから、恥ずかしがらなくても大丈夫ですよ」

　最寄り駅からクローバー王国へは、シャトルバスに乗っていく。そのシャトルバスを待つ列で、大獅が体を小さくしているのが何だかおかしかった。だが、周りを見れば若い女の子たちや家族連ればかりで、彼が肩身が狭く感じるのも無理はない。

「俺は、桃園さんと今日クローバー王国に行きたかったんで、全然平気です」

　慰めは不要と言いたいらしいが、ちっとも平気そうではなくて乃々花は笑ってしまった。

「じゃあ、もっと堂々としないと。それに、二人で一緒にいればカップルに見えるから、肩身が狭いと思わなくていいですよ」

「カップル……そうか、カップル」

　乃々花の言葉で安心したのか、大獅はようやく背筋を伸ばした。せっかくこうして自分がついていくのだから、リサーチしやすいよういろいろ気を配ってあげようと、乃々花も気合いが入る。

　シャトルバスに二十分ほど揺られると、クローバー王国に到着した。

　開演してわりとすぐの時間帯だというのに、結構な人がもうすでに中にいる。楽しげな音楽が出入り口のゲートにも聞こえてきて、メルヘンなところへやってきたのだという実感が湧く。

「こっちです」

　慣れない場所と雰囲気に乃々花が少し戸惑っていると、大獅がごく自然に手を引いてくれた。そして、すいすいと人混みを縫って、ひとつの店に入る。

「これとこれだと、桃園さんはどっちがいいですか？」

　店に入ると大獅は迷いなくある棚へ行き、動物耳のついたカチューシャをふたつ、乃々花に見せてきた。こういったテーマパークではよくあるグッズだが、まさかつける前提で尋ねられるとは思っていなかった。

「シマコちゃんとマシュウサちゃんですか……どうしようかな」

　二十八歳になって耳カチューシャをつけることになるとは思ってもみなかったが、大獅の真剣な顔を見ると断れそうにない。

「じゃあ、シマコちゃんにします」

　どちらにするか悩んだが、心なしか大獅がマシュウサというウサギのキャラクターの耳を力強く握っている気がしたため、シマコちゃんを選んだ。

　しかし、なぜだか彼はがっかりしていた。

「……俺が、マシュウサちゃん」

　精算を済ませてすぐ、店を出て二人はそれぞれカチューシャをつけた。強面の大獅の頭に白ウサギの耳がついているのはちょっぴりシュールだが、乃々花はそれを可愛いと思ってしまう。

「藤宮さん、マシュウサちゃんのお耳、似合ってますよ」

「いや、俺より桃園さんに似合うだろうって思ったんです。……まあ、桃園さんはシマコちゃんの猫耳も似合ってるからいいんですけど」

　しょげているように見えたからフォローすると、どうやらしょんぼりしているのは別の理由のようだった。

　耳カチューシャを進んでつけたがるのも意外だったし、よくわからないことで落ち込むのも新鮮だ。

　大獅の知らない面を見ることができて、それがすごく楽しい。

　それから二人は様々なアトラクションを楽しんだり、キッチンカーでいろいろつまんだり、クローバー王国内を歩き回った。

　大人になってからこういう場所に来るのは初めてで、楽しめるのか少し不安だったが、歩き回るうちにそれは杞憂だったとわかった。

　この場所は、子供も大人も楽しめるよう様々な工夫がされている。気持ちを盛り上げてくれる音楽はもちろん、いろんな場所にいる着ぐるみたちや各ショップの店員さんたちの気配りも、すべてが来場客を楽しませるためのものだ。

　乃々花たちはもちろん、他のお客さんたちもみんな笑顔だった。きっとこの場所で不機嫌でいるのは難しいだろう。

「クローバーとコラボできたら、めちゃくちゃいいでしょうね」

　変える前にと立ち寄った土産物屋で、大獅が真剣な顔で言う。

　すっかり楽しんでしまったが、そういえば仕事のためのリサーチだったと、乃々花はようやく思い出した。

「そうですね。シマコちゃんたちの人気は本物だから、コラボできればかなりの売れ行きが見込めますよ。新商品だったら話題作りになりますし」

　ペットボトル飲料に小さなノベルティをつけたものをコンビニなどで売るという手法は今ではかなりありきたりになっているが、あれは結構な販促効果があるのだ。シマコほどの人気キャラクターともなると、ノベルティをつけずともパッケージにイラストをプリントするだけでも効果があるだろう。

「販促になるのはもちろんなんですけど、こうやって人を笑顔にできるキャラクターたちとうちの商品を一緒に消費者に届けたいなって思うんです」

「笑顔……そっか。そうですね」

　売れ行きや広告力のことに意識がいってしまっていた乃々花は、大獅の言葉にハッとした。そして、こういう考え方のできる彼のことを、やっぱり素敵だと思った。

「今日の記念に、どうぞ」

　土産物屋を出ると、大獅が何かを手渡してきた。それはマシュウサの小さなぬいぐるみのキーホルダーだった。何かを買っているのは見ていたが、まさかプレゼントされるとは思っていなくて、その不意打ちに乃々花は笑顔になる。

「ありがとう。可愛い……カバンの中でよくなくすから、鍵につけちゃおう」

「気に入ってもらえてよかったです。桃園さんに、マシュウサちゃんは似合うと思うんで」

　なぜマシュウサなのだろうかと思ったが、可愛いキャラクターを似合うと言われて悪い気はしない。しかも、マシュウサの耳をつけた大獅に言われると、何だかおかしくて、愛しくなって、胸がキュンとした。

　今日一日が楽しくて、これで解散なのを惜しく感じる。それは大獅も同じだったのか、帰りのバスを待つ列に並んでいるとき、彼が少し緊張した様子で口を開いた。

「まだ一緒にいたいって言ったら、迷惑ですか？」

　眉間に皺を寄せて少し怖い顔をして大獅はいう。それは不機嫌だからではなくて、きっとどんな顔をしたらいいのかわからなかったのだろう。

　こんなにかっこいいのに女性を誘うのには慣れていないのかもしれないと思うと、可愛く感じてくる。断る理由なんてなくて、乃々花は笑顔で頷いた。

「よかった。実は、桃園さんを誘いたくてレストランを予約してました」

「もし私が行けないって返事したら、どうするつもりだったんですか？」

「ひとりで行って、ふたりぶん食って帰るつもりでした。キャンセルして店に迷惑かけたくないんで」

「もぉ……」

　ほっとした顔をして言う大獅に、微笑ましいやら呆れるやらで乃々花は笑った。豪気なのか不器用なのか、判断に困る。

　大獅に案内されて行ったのは、小ぢんまりとした店だった。

　オレンジ色の灯がともるペンダントライトに淡く照らされた暖かみのある店内で、無垢材のテーブルや椅子が親しみを感じさせる。壁際の席が赤色のベンチソファなのも、各テーブルの上にフローティングキャンドルが飾られているのも素敵だ。

　おしゃれながらも肩の力を抜いて食事を楽しめそうな店で、これは予約が必要なのも頷けた。

（これってもしかして……デートなのかな？）

　こんなに素敵な店をわざわざ予約してくれていたという事実に、乃々花は浮かれてしまった。今日一日で大獅のことをさらにいいなと思ったからこそ、期待してしまう。

　向かいの席に座った彼が少し緊張した様子でいるのを見ると、まだやはりどちらなのかわからない。自分と過ごすことを楽しんでいて気を引き締めてくれているのか、それとも会社の先輩と仕事の下見に来ているから緊張しているのか。

「大人になったら、こういう店に行くのに慣れるもんだと思ってたんですけど……やっぱり慣れませんね」

　食前酒とコースを選んで注文したあと、恥ずかしそうに大獅が小声で言った。

　不慣れにもかかわらずここへ連れてきてくれたことに、乃々花は嬉しくなる。

「慣れてないって言っても、藤宮さん、ちゃんとできてますよ。それに、大事なのは料理を楽しむことだから、あまり固くならないで」

　先輩風を吹かせてそんなことを言ってみたものの、乃々花も慣れていると言えるほど来たことがあるわけではない。

　大獅は最初こそ緊張していたものの、前菜、スープと食べ進め、魚料理に差しかかる頃には少し慣れてきたようだった。

　行儀はいいのだが、大獅は何でも思いきりよく美味しそうに食べる。

　好ましいと思っている人物の気持ちがいい食事を見ていると、乃々花は何だかお酒が進んでしまった。大して強くもないのに景気よく飲んでいったため、食後のコーヒーを飲んで店を出る頃には、やや足元が覚束ない状態になっていた。

「桃園さん、いつもはセーブしてるのにこんなになっちゃって……」

「ごめんなさい。つい楽しいのと、お酒が美味しくて」

　大獅に肩を借りて歩きながら、乃々花は夢見心地でふわふわしていた。

　気になる相手が、自分に好意を向けてくれているかもしれないと思うのはすごく幸せな気分にさせてくれる。

　思えば、学生時代ほど露骨ではないものの、大人になってからしたデートは、直情的なものが多かった。端的に言えば、みんな乃々花とベッドインすることしか頭になかったのだ。

　だから、今日みたいにテーマパークに行くのは新鮮だったし、そのあと素敵なお店のディナーに連れて行ってもらえたのはかなり嬉しかった。

　大事に、段階を踏んでもらえているような気がして、乃々花の傷ついていた乙女心が癒やされた。

（このあと、告白するかされるかして、正式なお付き合いになったらいいなぁ）

　ふわふわと酔いの回ったいい気分で、乃々花はそんなことを考えた。だから、つい大獅に寄りかかってしまった、。

「少し散歩しましょうか」

　大獅は乃々花の体をそっと支え、囁くように言った。

　それを聞いた途端、乃々花は自分の心臓がトクンと跳ねるのを感じた。酔いも手伝って、頬が熱を持つのもわかる。

　期待しているのだ。これから大獅と特別な時間を過ごすのではないかと。

「……はい」

　乃々花が頷くと、大獅はその体を支えて歩きだす。

　レストランのあったおしゃれな街並みを抜け、ずっと歩いていくと、気がつくと海沿いへと出た。

　期待と酔いにふわふわとしていた乃々花は、夜景を前にして初めて声を出した。

「……きれい」

　海にぽっかりと浮かぶように、ビル群が見える。それぞれのビルに灯った明かりが、夜を照らしていた。

　夜景を二人で見るのは、デートの定番だろう。つまり大獅はやはり自分をデートに誘ってくれていたのだとようやく確信を持てて、乃々花は静かに感激した。

「このあたりの夜景なんて、桃園さんはきっと見慣れてると思うんですけど……」

「そんなことないよ、全然。自分で来たこともなかったし、誰も連れてきてくれなかったし……」

　ベタな選択をしたのを少し恥じらう様子の大獅だったが、乃々花の言葉を聞いて意外そうな顔をした。それから、すぐに笑顔になる。

「だったら、これから一緒にたくさん見ましょう。今度は、あの観覧車に乗りませんか？」

　嬉しそうに笑って、大獅は離れたところに見える観覧車を指差した。それはライトアップされていて、遠くから見てもきれいだ。

「それって……」

　乃々花が期待を隠すことなく見つめると、それに応えるように大獅は頷いた。

「俺、桃園さんが好きです」

　それは、まっすぐな告白だった。

　これまでこんなふうにまっすぐな言葉をかけてくれた人は、誰もいなかった。だから、乃々花は感激のあまりすぐには言葉が出なかった。

「……嬉しい」

　ようやく絞り出せたのはそんな単純な言葉で、だがそれだけでも大獅には伝わったようだ。乃々花の言葉を待つ間不安そうにしていた彼の顔が、パッと明るくなる。

「やった！　……今夜は離したくない。いいですか？」

「……うん」

　ギュッと抱きしめられた腕の中、乃々花が小さく返事をすると、大獅が堪らないといった様子で溜め息をついたのがわかった。その熱い吐息を感じて、乃々花の体も熱くなる。

　それから二人は、ホテルに向かった。

　この前行ったようなラブホテルではなく、ちょっとおしゃれなシティホテルだ。チェックインするとき、大獅が迷いなくツインではなくダブルの部屋にしたのを聞いて、乃々花の期待は最高潮に達していた。

　これから彼と一夜を共にするのだ。あのめくるめくような夜が、始まる。

　エレベーターに乗り込むと、乃々花は彼への想いが堪えきれなくなって口づけた。大獅は一瞬驚いた様子を見せたものの、すぐに応じてさらに荒々しいキスで応えてくれた。

　エレベーターが目的の階に到着すると、ほとんど抱きかかえられる格好で部屋へと運ばれた。

　部屋に入りドアの鍵をかけると、大獅は再び乃々花を抱きしめる。

「やっと二人きりだ……はぁ、こんな姿になった桃園さんを、他の人に見せたくなかった」

「んっ……」

　独占欲を滲ませて、大獅は乃々花にキスをした。馴らすことはもうしない。いきなり深いところまで舌で弄る、荒々しい口づけだ。

「桃園さん、仕事で呑むときにあんなふうになったらダメです、絶対」

「んぅ……わかっ、た……」

「というより、酔ってあんな顔するの、俺の前だけにしてください」

　執拗に絡めてくる舌も、力強く抱きしめる腕も、まるで乃々花を捕らえて離さないとでもいうようだ。

　抱きしめて口づけながら、大獅は自身の硬くなったものを押しつけてくる。布越しでも、彼のものがすっかり硬く大きくなっているのがわかって、乃々花の下腹部も疼いた。

　早く彼の大きなものを奥まで呑み込みたい。激しく抜き挿しされ、蜜が滴るほどに感じたい。

　すぐにその気になってもらおうと、乃々花はねっとりと舌を彼の舌に絡めた。すると彼はその舌ごと唾液を啜り、息継ぎの合間に呟いた。

「……好きだ……すげぇ好き」

「……っ」

　熱情に意識を溶かされそうになっているときに愛を囁かれ、乃々花はすぐに言葉を返せなかった。

　すると、怪訝そうな顔で大獅が見つめてきた。これは、もしかすると拗ねているのかもしれない。

「……桃園さんは、俺のこと好きじゃないのか？」

「えっ……」

　真正面から尋ねられて、乃々花は一気に酔いが醒めた。そして、どう応えていいものかと悩む。

　大獅に好意を抱いているのは間違いないのだが、それを素直に口にしていいのかと、臆病な部分が顔を覗かせたのだ。

　何より、惹かれていたのは事実でも、彼に対して邪な感情もあった。彼に惹かれていた気持ちを〝ワンナイトでもいい〟と思おうとしていたことに、ほんの少し負い目に感じる。

「えっと……ずっと、いいなって思ってました。だから、藤宮さんになら抱かれてもいいかなってあの日思って、それで……んっ！」

　それ以上の言葉を、乃々花は口にすることはできなかった。文字通り、大獅に口を塞がれてしまったのだ。

　噛みつかれるような、荒々しい口づけ。逃げられないように、後頭部にぐっと手を添えられている。

　その状態で容赦なく口腔を舌で弄られ、鼻で呼吸するのがやっとだ。すぐに酸欠になって、くらりとしてしまう。

「──〝いいな〟じゃなくて、好きって言わせる」

　唇を離すと、大獅は宣戦布告のように言った。

　好きなのに、言い訳するみたいなみっともない言葉を並べていたら、彼に誤解されてしまったらしい。そしてその誤解により、彼に火をつけてしまった。

「んっ、あぁっ……」

　彼は首筋をべろりと舐め上げながら、乃々花のワイドパンツを下ろした。そして、下着に手を入れてきた。今日のことを期待して選んだ、繊細なレースの可愛い下着。気合いが入りすぎていると思われるのは恥ずかしくて、色は控えめな水色にした。

　大獅の指が秘処にたどり着くと、驚くことにそこはぐっしょりと濡れていた。酔うと濡れやすくなる体質ではあるが、これはいつもと違う。

　乃々花は、キスだけで濡れてしまったのだ。もしくは、大獅の存在を前にしただけで濡れたのかもしれない。

　彼の存在を意識しただけで、この前の夜のことを思い出してしまう。めくるめく、夢のような快楽の時間を。

「あぁっ……いや……だめぇっ……んんっ」

　大獅は蜜壺に指を突き立てると、それを浅い部分で抜き挿しした。そうされると、乃々花が弱いのがわかっているのだ。くちゅくちゅとわざと音が立つようにかき混ぜられると、気持ちよさと共に羞恥心が湧き上がり、それがまた乃々花を苛む。

「感じてる顔、すげえ可愛い。もっと気持ちよくしような」

「んんっ……ああぁんっ」

　大獅の親指が、花芽を捏ねた。力を込めてぐるりとひねるように指を動かされると、敏感な部分が刺激されて乃々花の体に強烈な刺激が走る。異なる快感を与えられ、その快感にさらに奥から蜜が溢れてきた。

　この前と違い、丁寧な愛撫ではない。それなのに、荒っぽい指先に感じている。

「俺の首に、両腕回して。しっかり掴まって」

　言われるがままに彼の首に腕を回してしがみつくと、彼がデニムパンツの前を寛げて自身を取り出すのがわかった。それから、避妊具を開ける気配がした。

「え……」

　膝裏に手を入れられ、体を持ち上げられた。ふわりと宙に浮いて不安定になり、乃々花はますます大獅にしがみつく。

　まさかと思ったときには、蜜をこぼす乃々花の中心に、硬くなった彼のものを擦りつけられていた。

「ああぁぁっ！」

　下から一気に突き上げられ、そのまま激しく腰を振られた。いわゆる、駅弁と呼ばれる体位だ。

　乃々花は振り落とされないよう必死に大獅にしがみつくしかなく、彼に好き放題抜き挿しされる。

　大獅は乃々花の膝裏を持って抱え上げ、激しく腰を揺らした。素早い抽送に、彼の屹立が蜜壺を出入りするたび湿った水音が響き、時折飛沫が上がった。

「やっ、だめ、こんな……あぁっ、ぁんっ……！」

　馴らさずにいきなり突き入れられたのに快感に身を捩っていた。

　花芽の裏側あたりの浅い部分の好いところと、奥の弱い部分をせわしなく交互に刺激されて、瞬く間に快楽の階を登り詰めさせられる。

　あまりの気持ちよさに大獅のものを咥えこんだ蜜壺は切なくうねり、吐精を促す。きゅうきゅうと締めつけられると、彼も気持ちがいいのだろう。眉間に皺が寄り、呼吸が乱れてきている。

「あっ、あァんっ、んっ、んん……！」

　体が揺さぶられるのに合わせ、乃々花の口からははしたない声が漏れる。恥ずかしくて声を抑えたいと思うのに、理性ではどうにもできないのだ。

　下から最奥をズンと突き上げられると、結合部から脳天を穿くように快感が走る。そのあまりに強い刺激によって、乃々花は体を激しく震わせたあと、蜜口から勢いよく飛沫を噴き上げた。

「……も、だめ……おかしくなるぅ……や、あぁっ」

「おかしくなればいい。俺がどんなに桃園さんを好きか、体でわかってもらわないと」

　大獅はさらに乃々花を追い詰めようと、耳にかぶりついて舌で犯すように舐めはじめた。そこも弱点だったらしく、乃々花は背中を大きく仰け反らせた。

「んん、イクッ……イッてるっ……あぁんっ！　だめぇ！　ああぁぁ……っ」

「うっ……」

　絶頂を迎え激しく蠕動している乃々花の蜜壺を二度三度と大きく突くと、大獅も達した。

　もともと凶悪なほどに太く硬いものがさらにその大きさを増し、蜜に濡れた柔肉のその奥を染めるかのように白濁を注ぎ込む。

　薄膜に阻まれていなければ滴り落ちそうなほど大量の劣情が、剛直の先端から噴き上げた。

　双方果てたからといって、まだ終わりではなかった。

　大獅はくたくたに脱力した乃々花をベッドに寝かせると、衣服を剥ぎ取っていく。そして自分も裸になり、うつ伏せにした乃々花にのしかかった。

　尻のあわいを滑って、ぬるりと硬いものが割り入ってくる。

「え、うそ……や、あぁっ……！」

　まだ呼吸も整わないでいたのに、今度は後ろから穿かれた。しかも、うつ伏せ寝の状態で上に乗られているから、逃げようがない。

　先ほどの体位もそうだが、こうして上に乗って逃げられなくされると、体格の違いを思い知らされる。

「桃園さん、色が白いから興奮すると首も耳の裏も真っ赤になるんだな……可愛い」

「やっ……あぁっ」

「好きだから、もっと気持ちよくしてやりたい」

　大きくて逞しい大獅に組み敷かれ、逃げられなくされて交わっていると、普通ならば恐怖を感じるだろう。

　だが、乃々花の髪をかき分け、首筋や背中にキスを落とすその仕草は優しい。後ろからやわやわと胸を揉みしだくその手つきにも、愛を感じてしまう。

「さっき、潮噴いてたな。……そんなに俺のが好きなんだ？」

「んっ……すき……すきぃっんんっ」

「この体勢だと、普通じゃ届かない場所にも届くんだな。すげぇ締めつけてくる」

　肉と肉がぶつかり合う音を響かせながら、大獅はより一層激しく腰を振る。先ほど達したばかりで敏感になっている乃々花は、推し潰すかのように荒々しく穿かれて、もう何度となく果てていた。

　だが、一度吐き出して余裕のある大獅は、ずっと悲鳴のような嬌声を上げている乃々花をまだまだ責めるつもりのようだ。後ろから覆い被さって、薄ピンクに色づいた小さな耳に甘噛みした。

「んっ……耳、だめっ……やぁっ」

「だめじゃないだろ。舐めたら、すげぇ締まる。どんどん濡れてくるし」

　脳に直接声を吹き込まれているのではないかと錯覚するほど、耳を舐めながら囁かれるのはこたえた。奥まで穿かれているのと相まって、乃々花はビリビリと快感の痺れに震える。

　この前より乱暴なのに、ちょっと自分本意な行為なのに、大獅に与えられる感覚すべてが乃々花の脳を溶かしそうに気持ちがいい。

「んんっ……ふ、ぅんっ、あっ、あぁん、……だめ……もぅっ」

「イッて。何回でも気持ちよくするから……あぁっ……」

　乃々花の体が跳ね、それに合わせて剛直を呑み込む蜜壺が激しく収縮した。早く奥に熱を注がれたいと、猛烈にねだっている。

　大獅は余裕がなくなり、乃々花の腰を引き寄せてさらに激しく動いた。尻だけを高く突き上げた恥ずかしい格好をさせられ、乃々花はシーツの海に爪を立ててあまりの快感に耐える。

　ずっと果て続けて、快感に脳が焼ききれそうだ。それなのにもっともっと気持ちよくなりたくて、自然と腰が動いてしまう。

「……すき……藤宮さ、ん……すきぃ……ああぁぁんっ」

「くっ、出る……！」

　深々と肉楔が乃々花の蜜壺を穿いたその瞬間、それは激しく脈動した。大獅はさらに奥へと突き進もうというのか、子宮の入り口を抉るような動きをする。

「あ、ああぁぁっ……！」

　そこは、乃々花の一番好い部分だ。そんな場所を突かれて注がれれば、さらにもう一段上の快楽へと押し上げられる。

　目の前が真っ白になり、乃々花の意識は飛んだ。

　その後、どのくらい意識を失っていたかわからないが、次に目覚めたとき乃々花は仰向けで寝かされていた。そしてそれを覗き込むようにして、大獅が見つめている。深々と刻まれていた彼の眉間の皺が、ほっとしたように解けた。

「……よかった」

「ごめんなさい。こんなの初めてなんだけど……気持良すぎて、失神しちゃったみたい」

　乃々花が恥じらいながら言えば、大獅は安堵した顔をして、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出す。それをひと口含むと、迷いなく乃々花に口づけた。

「ん、くっ……」

　口の中に送り込まれた水を飲み下すと、体が生き返る心地がした。汗も唾液も、それからいろんな水分も垂れ流したのだ。体内の水分はきっと足りなくなっていたのだろう。

　大獅はそれから何回かに分けて、乃々花に水を飲ませてくれた。すべて口移しだ。恥ずかしくて、ひどく淫靡な行為だ。でも、何度も絶頂して疲れ果てているから、それはひどくありがたかった。

　意識は戻ったものの、まだふわふわしている。そんな乃々花の汗で額に貼りついた髪をそっと払って、大獅は優しい顔をしていた。

　彼を見て、乃々花は好きでたまらないと思う。あの飲み会のときからずっと、彼のことが好きなのだ。

「……藤宮さんの、恋人になりたいです」

　ごく自然に、言葉がこぼれていた。好きと伝えるだけではきっと足りなくて、どうしたいかをきちんと言う必要があると思ったから。

　それを聞いた大獅は、目を細めて、本当に嬉しそうに笑った。そして、乃々花の額にそっと口づける。」

「うわぁ……桃園さんが俺の恋人。やばいな。夢みたいだ。……恋人だから、名前で呼んでほしい」

　きっと照れているのだろう。怖い顔をして大獅が言う。それが可愛くて、乃々花はつい笑ってしまった。

「大獅くん、とか？」

「うわぁ……可愛い」

　試しにと呼べば、大獅は感激の声を上げて顔を覆った。そんなふうに喜んでもらえて、乃々花も嬉しくなる。

「じゃあ俺は、乃々花さんだと固いし……乃々花？」

　何となく、大獅は恋人のことを丁寧に呼びそうだなと思っていたから、予想を裏切られ乃々花は驚いた。だが、これはいい意味での裏切りだ。

　大獅の口から出る〝乃々花〟という呼びかけは、破壊力抜群だった。

「乃々花、お風呂入ろうか」

「え、うん」

「俺が洗ってやる」

「きゃっ」

　恥ずかしさと照れですぐに動けないでいると、大獅は立ち上がって軽々と乃々花をお姫様抱っこでバスルームへ運んでしまった。

　そして宣言通り彼は、シャワーを出して乃々花の体を洗い始める。

「あっ……ふ、んんっ、くすぐったい……」

「乃々花の肌、どこもかしこも触り心地抜群だな」

「やっ……そこ、そんなにしちゃ、だめっ」

　大きな手にボディソープを直接つけて現れているから、乃々花にしてみればくすぐられているのとそう大差ない。きちんと体を洗いつつも、時折脇腹や首筋など乃々花の弱い部分を撫でるから、気持ちがよくなってしまう。

「いっぱい汗かいたから、しっかり洗わないとな。……すげぇ柔らかい」

　大獅の手は、乃々花の胸元へ伸びてきた。大獅の大きな手のひらで包み込んでも余りあるほどの、豊かなふくらみだ。彼が指先に力を込めるたび、手のひらの中でその柔肉は形を変える。

「それ、洗うって、言わないよ……」

「でも、こうされると乃々花、気持ちいいだろ？」

「……うん」

「ここなんか、触られて期待してるもんな」

「ひゃんっ！」

　胸を揉みながら、その先端で色づく蕾を大獅は思いきり摘んだ。それから、指先で転がしたり、爪で軽くカリカリと引っ掻くようにすると、乃々花は甘い声を出しながら身をくねらせた。

　散々感じるところを刺激され、体が期待してしまっているのだ。

　それは大獅にも気づかれてしまったらしく、彼は乃々花の胸を可愛がりながらちょっぴり悪い顔で笑う。

「……乃々花のここ、すごいぬるぬるしてる。さっきのやつか、今濡れてるのかわかんないけど」

「んあぁっ」

　大獅の指は乃々花の中心部へと伸びていき、蜜に濡れたそこをわざと音を立ててかき混ぜる。先ほどまで大きなものを咥えこんでいたそこは柔らかくほぐれており、指でかき回されるだけでものほしそうにさらに蜜をこぼした。

　だが、指だけでは当然物足りない。もっと大きなもので奥まで穿いてほしくて、乃々花の腰は揺れた。

「乃々花、えっちだな。そんな可愛いことされたらここですぐに気持ちよくしてあげたいけど、ゴムないから」

「んっ……わかってる……」

「でも、髪を洗う前に一回、すっきりしときたいよね」

「えっ……」

　何をしようとしているのかはわからないが、大獅は突然乃々花を後ろに向かせ、抱きしめてきた。そして、硬く屹立したものを尻に押しつけてくる。

「脚、閉じて」

「え、うん……」

「そう。そのまま、ギュッとしてて」

「あっ……んっ、これ……」

　大獅は乃々花を後ろから抱きしめて、ゆっくりと腰を振り始めた。屹立は尻のあわいを滑って太ももの間へと侵入していく。そこを行ったり来たりすると、蜜に濡れた秘裂が擦られる。

「胸もここも一緒に可愛がったら、どうかな」

　そう言って大獅の指は、乳房と花芽へ伸ばされる。そのどちらも期待に膨らんでおり、少し摘まれるだけですぐさま快感を拾った。

「あっ、や、あぁんっ……だめぇっ、んんっ」

「だめじゃないだろ。乃々花、鏡見て」

　恥ずかしい体勢で恥ずかしいことをされている状況に、乃々花は顔を真っ赤にしながら感じていた。

　大獅に言われて目を開けると、鏡の中の自分と目が合う。後ろから恋人に抱きすくめられ、秘処に彼のものを押しつけられながら敏感なところを可愛がられてよがっている、淫らな姿だ。

「乃々花の太ももの間を俺のものが出たり入ったりしてるの、すげぇエロいね」

「……言っちゃ、だめ……」

　真っ白な太ももの間から、大獅の黒々とした肉楔が覗く光景は、あまりにも淫靡だった。普通に体を重ねるよりよほどいやらしいものに見えて、乃々花は興奮してしまう。

　それは大獅も同じだったらしく、彼の動きも呼吸も徐々に荒くなってきた。

「……乃々花の柔らかい肌に包まれて、めちゃくちゃ気持ちいい」

「あっ、あ、んっ……あぁっ！」

　弱い部分を弄られながら耳まで舐められ、乃々花は達した。それを追うようにして、大獅も激しく腰を振ったあと、勢いよく太ももの間から自身を引き抜いた。

「んっ……」

　脈打つ剛直から、白濁したものが飛び出した。それは乃々花の真っ白な肌を汚していく。大獅は満足げに深々と息を吐いてから、吐き出したものを乃々花の尻に塗り広げるように先端を擦りつけた。

「……もう一回体をきれいにして、シャンプーしような」

「うん……」

「風呂から上がったら、一晩中可愛がってあげるから」

　達したあとの脱力した体で抱き合いながら、乃々花と大獅はキスをした。

　そして宣言通り、その夜はたっぷりと愛し合った。







第三章








　乃々花と大獅は恋人同士になってからも、表向きは今までの関係を続けていた。

　プロジェクトは順調で、会社で個人的に話す余裕がないというのも当然ある。だが、それだけではなく、付き合っているということで浮かれていると思われるのも嫌だったからだ。

　大獅もそれは弁えている人で、職場では決して二人の関係を周囲に匂わせることはなかった。社内では「藤宮さん」「桃園さん」と呼び合い、これまで通り仕事のチームの一員として接している。

　だからこそ、仕事が早めに終わって恋人としての時間がとれるときは、思いきり甘い時間を過ごしていた。

『おまたせ、乃々花』

　仕事が終わって急いで帰宅していろいろと準備していると、インターホンが鳴った。カメラドアホンで確認すると、そこには大獅の姿がある。

　乃々花は慌てて姿見の前で自身の部屋着姿を確認して、ドアを開けに行った。

「大獅くん、いらっしゃい」

「おじゃまします」

　恋人が家に来るというシチュエーションに、乃々花はにんまりとした。好きな人が自分の生活スペースにいるというのは、特別な嬉しさがある。

「乃々花がおつまみ作ってくれるって言ってたけど、何かあったほうがいいかなと思って買ってきた」

　そう言って、大獅はデパートの紙袋を手渡してくる。中を見ると、バケットとプラカップに入ったペースト状のものだった。

「ありがとう。これ、レバーパテと何だろう？」

「サーモンのリエットだって。乃々花、こういうパンに塗る系のもの、好きかなって」

「うん。パン好きなの」

　何度もデートを重ねるうちに、恋人としての時間を過ごすうちに、どんどんお互いの好きなものがわかるようになってきた。

　そういった感覚が、たまらなく愛しい。

「ワインに合うものがいいなと思って、いろいろ作ってみたよ。簡単なのしかないけど」

　大獅が手洗いとうがいをしている隙に、乃々花は出来上がったものをテーブルに並べる。殊更言わなくても自ら進んで手洗いとうがいをしてくれるところが、彼の育ちの良さを感じられて改めて好きだなと思う。

「簡単なのっていうけど、俺は乃々花が何かしてくれるだけで嬉しい」

「そう言ってもらえるとほっとする」

　今夜は、自社の新作ワインのサンプルとしてもらったものを味見しようということになっている。お家デートですら仕事から抜けきれていないというのも考えものだが、二人共仕事が好きなのだ。何より、自社製品に愛と誇りがある。

「どれも美味しそうだな」

「アヒージョと、アボカドとトマトとモッツァレラのサラダ、モッツァレラの生ハム包み、それとスライスチーズに枝豆を乗せて焼いたやつだよ」

「俺がチーズ好きって言ったから、チーズのおつまみをたくさん作ってくれたんだ！」

　テーブルに並んだものを見て、大獅は嬉しそうにした。

　すべて混ぜただけ包んだだけ焼いただけのものであるが、喜んでもらえると乃々花も嬉しくなる。

　飲料メーカー勤めで酒類の扱いもあるということで、同僚たちにも酒好きが多い。そのため、聞けば簡単に作れるおつまみのレシピを教えてもらえるのだ。スライスチーズに枝豆を乗せて焼いたものの作り方や、アヒージョを気軽に食べるための陶器の調理器具の存在は、どちらも同僚たちから教わったものだ。

「じゃあ、ワイン開けちゃおうか」

「俺がやるよ」

　冷やしておいたワインとオープナーを手にリビングへ行くと、大獅が慣れた手つきで開けてくれた。乃々花はコルクの栓抜きが苦手で、これまで何度かコルクを粉々にしてワインの中に落としてしまっている。

「大獅くん、上手だよね」

「大学の頃、バイトで飲食店にいたから」

「へぇ。どんなお店？」

「イタリアンレストラン。サークルの先輩に誘われて、まかない目当てに働いてたんだ」

「そうなんだ」

　イタリアンレストランといえば、制服がかっこいいイメージだ。白シャツにサロンエプロンで働く大獅はさぞかっこよかっただろうと、想像して少しにやけてしまった。

　飲む前にグラスに注いで香りを確かめてから、乃々花はそれをひと口含んだ。ダークな色味が強い赤ワインだったが、見た目の印象に反して爽やかだ。

「タンニン強めかなって思ってたけど、意外とそうでもなかったね。これなら、もっと軽めのおつまみとも合わせられそう」

「コンセプトが、〝ちょっと贅沢な家飲みに〟だから、軽めの口当たりにこだわったみたいだな」

「若い女性をターゲットにしてるだけあって工夫してるね」

　二人はつまみを食べながら、ワインの味の品評をする。

　このワインは乃々花たちの会社がチリのワイナリーと契約して作っているもので、若年層にももっとワインと親しんでもらいたいということで商品開発が進んでいる。日常の中で楽しむものの中でも少しだけリッチ感をということで、ラベルは薄く金の箔押しでロゴイラストが入っており、その可愛らしさと軽い飲み口からうまく女性をターゲットにできていると乃々花は感じた。

　とはいえ、今日は仕事ではなくお家デートとして飲んでいるから、そのうちにワインの味はそっちのけで雑談を始める。

「私、こうして家でまったりお酒を飲みながら難しい映画を見るのが好きなんだよね。だから、映画館でちょっとマイナーな映画を流しながらお酒飲めるイベントがあればいいのになって思う」

「でも、内容は頭に入るの？」

「全然。でも、ほろ酔いで映画見るのって何だか楽しいんだよ」

　大獅が買ってきてくれたリエットやパテを塗ったパンをつまみに、乃々花はするすると飲んでグラスを空にした。お酒は好きだがあまり強くないため、もう頬はピンクに染まっている。

　そして、酔いが回ってくるとひどく甘えたくなる。隣に座っている大獅の肩に寄りかかり、頭をすりつけている。

「じゃあ、今度映画館でも行く？　レイトショーで何か見よう」

「わあ、嬉しい！　レイトショーで見ると、そのまま映画の余韻を引きずりながら夜の街を歩くことになるでしょ？　あれも好きなんだよね」

「わかる。映画を見たそのままの気持ちを家に持ち帰れる気がするな」

　とりとめもない会話を繰り広げながら、乃々花は幸せを噛み締めていた。

　大獅と過ごすのは、まさに乃々花が少女の頃から憧れていた恋人と過ごす時間そのものだ。

　これまで付き合った人は、隙あらば乃々花と行為に及びたがった。まだ若い頃はそれを好かれて求められているのだと思っていたが、大人になるにつれそうではないとわかるようになった。

　だから大獅が乃々花と過ごす時間そのものを大切にしてくれるのが、とても嬉しかった。何気なく交わす言葉に価値があると、肌を重ねる以外の愛の育み方があると、彼は示してくれる。

「じゃあ、そろそろ帰るな。まだいたいけど、明日も仕事だし」

「……わかった」

　まったりと幸福な時間を過ごしても、大獅は週末以外は自分の家に帰る。ダラダラと居着いたり、泊まったりしない。

　それに仕事に響いてはいけないからと、週末以外は行為に及ばないと決めてくれているのも信頼がおける。

「おやすみなさい、また明日」

「おやすみ、乃々花」

　玄関先でお見送りのキスをして、二人は別れた。

　こうして大獅が帰ってしまうのは寂しいが、節度を守って交際しようとしてくれているのがわかって、嬉しくもある。

　大獅と恋人になってから、まるで青春を取り戻したかのように初心な気持ちで、乃々花は恋愛を楽しんでいた。




　仕事も順調で、このまま何事もなく幸福に過ごしていくのかと思っていたある日のこと。

　二度と会いたくないし会うこともないと思っていた人物が、乃々花を訪ねてきた。

「乃々花、久しぶり」

「……！」

　イベント本番直前で遅くまで働いて会社を出たところで、その人に声をかけられた。

　疲れ果てて帰宅することしか頭になかった乃々花は、その不意打ちにひどく驚いた。

　しかし、驚きが去って声をかけてきた人物が誰なのか理解したところで、嫌悪感が湧く。

「……何しに来たの？　待ち伏せ？」

　自分でも驚くほど険のある声が出て、乃々花は嫌になった。だが、相手は動じた様子もない。

「何でそんな冷たい態度取るんだよ。お前、電話もメッセージもブロックしてるから、こうでもしないと会えなかっただろ？」

「……会いたくないし、会う必要なかったからブロックしてたんだけど」

　馴れ馴れしい笑みを浮かべ行く手を阻むのは、乃々花の元彼だ。

　連絡も絶ち、今後関わることもないだろうと思っていたのに、なぜ今さら現れたのだろうか。

　向こうにどんな理由があったとしても、乃々花にはないわけだが。

　このまま振り切って帰宅しようとすれば、今の家を知られてしまうかもしれない。それだけは嫌だから、会社に戻ろうかと逡巡した。もうあまり人は残っていないだろうが、元彼とここで問答するよりもマシだろう。

「今、どうやって俺から逃げようかと考えたんだろ？」

「……わかってるなら道をあけて。私はあなたと話すことなんてない」

「俺はあるんだよ。だから、わざわざ会いに来た」

　乃々花の怒りがわからないはずはないだろうに、元彼はヘラヘラしていた。付き合っていたときは愛想のいい笑顔だと思っていたが、嫌いになって別れた今はただの軽薄な顔にしか見えない。

「あのさ、端的に言うと、俺たちヨリ戻せないかな？　やっぱ、乃々花と俺って相性最高だったんだって気づいたんだよね」

　元彼のあまりに自分勝手なセリフに、乃々花は自分の血液が頭に上っていくのを感じていた。怒りが振り切れて、どうにかなってしまいそうだ。

「……どの口が……」

　ようやく発することができたのは、そんな言葉だった。だが、それ以外に言いようはない。

　浮気した挙句、この男は開き直ってとんでもないことを言ったのだから。

　『お前連れて歩いても本命の彼女だって周囲に思われないの、コンプレックスなんだよ。俺、真面目に生きてちゃんと結婚して一人前の人間に見られたいから、お前じゃ無理』──これが、別れる際に乃々花が言われた言葉だ。

　付き合っていた当時、二十六歳で、学生時代の友人にちらほらと結婚する人が出てきた頃だった。

　だから、乃々花自身も結婚を意識していたときだったため、元彼の裏切りと暴言に深く胸を抉られたのだ。

　時間をかけて立ち直り、ようやく気にならなくなっていたのに。大獅と気持ちを通わせたことで、やっと恋愛ができるようになったのに。

　そんな時期に、この男は性懲りもなく目の前に現れたのだ。乃々花がどれほど傷ついたかなど、思い至らないからだろう。

「私と別れるときに付き合っていた人は？　本気だったんでしょ？　その人と結婚したらいいじゃない」

　怒りを鎮めようとしたら、感情のこもらない平たい声が出た。そんなことに気づく様子もなく、元彼は変わらずヘラヘラ笑っている。

　こんな男と立ち話しているところすら人に見られたくなかったから、遅い時間でよかったと思う。だが、周りに人がほとんど歩いていないという状況が、少し怖くもあった。

「いつの話だよ？　とっくに別れたって。別れたから、乃々花に会いに来たんだよ。あのあともいろいろ付き合ったけど、全然しっくり来る子がいなくてさ」

「ああ……なるほど」

　ようするに、今フリーだから乃々花のことを思い出して会いに来たということだろう。結局は、どこまでいってもこの男は体目当てなのだ。

　付き合っているときは恋愛感情で目が曇っていて気がつかなかったが、この男は乃々花を好きでも何でもない。ただの触り心地のいい抱き枕としか思っていないのだ。

　だから、「俺たち相性最高だった」なんて言えるのだ。独りよがりの下手な行為しかできないくせに、自分はその手のことがうまくて乃々花を満足させられていると思い込んでいる。

　大獅に身も心も愛されて本当の気持ちよさを教えられた今、乃々花の心がこの男になびくことは絶対にありえない。それどころか、嫌悪感が増すばかりだ。

　こんな男に一時でも心と体を許していたことが、今となっては信じられないし、消せるならば消したい汚点に思える。

「私、恋人がいるからあなたとヨリを戻すことなんてないよ。だから、もういいでしょ」

　たとえ恋人がいなくてもヨリを戻すことなど絶対にありえないが、本当のことを言って逆上されたら嫌だから黙っておいた。だが、それでは伝わらなかったらしく、動じていない。

「乃々花に相手がいることくらいわかってるよ。周りの男たちがお前を放っておくはずないもんな」

「……そういうんじゃなくて、本当に好き同士で真剣にお付き合いしてるの」

「真剣にお付き合い？　どうせお前、その美人な顔と体で釣ったんだろ？　お前が本気でも、相手が本気なわけないだろ。いい加減学習しろよ」

　乃々花が絶対に自分になびかないとわかると、ようやく元彼は顔を歪めた。だが、諦めた様子はない。

「でもさ、俺とお前は一回別れてるわけじゃん？　そういう相手とのほうがうまくいくらしいよ。お互いの悪いところを一回見てるからな」

「お互いの？　あなたが浮気したから別れたんじゃない！　私にも落ち度があったみたいに言わないで！」

「悪かったって！　俺がだめだったんだな。ほら、今からたっぷり仲直りしようぜ」

　言葉でどれほどやりとりをしても無駄だと悟ったらしく、元彼は強硬手段に出た。乃々花の腕を掴んで、無理やり引っ張っていこうとする。

「いや！　離して！」

　一体どこへ行こうというのか、単に嫌がらせがしたいのか、乃々花はわからなくて恐ろしかった。

　大きな声を出したのに、周りに人はいない。そして、どれだけ暴れて振りほどこうとしても、相手の力が強くて逃れられない。

　引きずられないようその場に踏ん張るのがやっとだったが、それもいずれ体力が尽きる。こうなったら噛みついてでも逃げるべきかと考えたとき、元彼の手の力がふっと緩んだ。

「痛い、痛い痛い痛いっ！」

「あんた、何やってんだ!?」

　自由になって目の前を見ると、元彼が誰かに腕を捻り上げられていた。そして腕を捻り上げているのは、大獅だった。

「……大獅くん」

「乃々花、こいつどうする？」

「え……」

　元彼の腕を捻り上げたまま、大獅は乃々花に尋ねた。とっさのことですぐに返事をできないでいると、その隙を突いて元彼が大獅の戒めから逃れようとしていた。

「付き合ってる相手ってこいつかよ。どうせ、お前の体目当てだよっ」

「あっ……クソッ」

　元彼は苦し紛れに言って大獅の脛を蹴り上げ、怯んだ瞬間を見逃さず、何か叫びながら走り去って行った。おそらく、捨て台詞を吐いていたのだろう。だが、逃げ足が速くあっという間に遠ざかっていき、何ひとつはっきりとは聞こえなかった。

　残された乃々花は、助かったという安堵のあと、元彼に傷つけられたことによる虚無感を覚えていた。

「俺、出先から戻ってきて、たまたま乃々花を見かけて……助けられてよかった」

「うん、ありがとう……」

　大獅は放心している乃々花を前に、言葉を探そうとしていた。

　彼の優しさに気づいていても、乃々花は今、誰とも一緒にいたくなかった。疲れ果てているところに元彼の待ち伏せに遭い、心の許容量を超えてしまったのだ。

「さっきの奴は、知り合い？」

「……うん、元彼。何か、ヨリを戻そうっていって無理やりどこかに連れて行こうとされて……」

「警察に突き出せばよかったな」

　悔しそうに言う大獅を見て、乃々花はほっとしていた。やはりおかしいのは元彼で、乃々花も、大獅もまともなのだとわかるから。

　だが、頭でそれを理解できても、心がいろいろなことを拒んでいた。

「あの……怖かったな。家まで送るよ」

「いい。大丈夫……ひとりで帰れるから」

「……じゃあ、せめてタクシーに乗ってくれ」

　大獅は心配そうにしていたが、乃々花が全身から拒絶感を出しているのを察して、引き下がってくれた。

　耳と尻尾が垂れた大型犬のようにしょげるその姿を見て乃々花の胸は痛んだが、他者を気遣う余裕はなかった。

「……ごめんなさい」

　タクシーに乗り込む寸前、乃々花はそう大獅に謝った。言いたかったのはそんな言葉ではなかったのに、それしか口から出なかったのだ。

（……大獅くんは違うってわかってるのに）

　元彼に投げつけられた言葉が、胸に刺さって抜けなかった。

　長い時間をかけて降り積もってきた恐怖や嫌悪感というものを、こういうときはひどく意識してしまうのだ。日頃はそれらの感情を、見ないようにしている。

　なぜなら、乃々花にひどいことをしたり言ったりするのは一部の男性で、すべての男性ではないからだ。大獅のように、勇気を出して守ってくれる人もいる。

　だが、こんなふうに古傷が抉られると、痛みによって冷静さを欠き、不安に心を埋め尽くされていく。

　大獅は乃々花が陰でセクハラ発言されていたときに、自分の立場も考えずに庇ってくれた人だ。付き合い出してからも、体の繋がりだけでなく気持ちの繋がりを大切にしてくれている。

　だから、乃々花をいやらしい目で見る男たちとも、元彼たちとも違うのだ。違うはずだと信じている。

　それなのに、ほんのわずかに彼まで拒絶してしまった。

「……もう、いや」

　好きだからこそ、信じたいからこそ心が軋んで、乃々花は疲れ果ててしまった。





　＊＊＊






（喧嘩したわけでもないのに、うまくいかないもんだな……）

　自身のデスクからそっと乃々花を盗み見て、大獅はこっそり溜め息を吐いた。

　憧れていた女性と付き合い始めたはいいが、早くも関係が空回り始めているのではと不安を覚えているのだ。

　彼女が自分を避け、何となくぎくしゃくしてしまうのは、おそらく数日前の出来事が原因だった。

　数日前、大獅が打ち合わせを終えかなり遅くに帰社したとき、会社の前で乃々花は男に絡まれていた。

　変質者かと思ったがどうにも知り合いのようで、出ていこうかどうしようか悩んでいる隙に男が乃々花の腕を掴んで連れ去ろうとしたから、慌てて飛び出していったのだ。

　取り逃がしてしまったものの、大獅が割って入ったことで危険は去ったはずだった。乃々花の話によると、その男は元彼だったらしい。

　ヨリを戻したがっていたというわりに男は乃々花に暴言を吐いていて、そのせいで彼女は元気がなくなってしまった。

　あの日から、今もだ。

　元気がなくなっただけならまだしも、どことなく大獅を避けているような気もする。

　避けているというよりは、怖がっているというほうが正しいのかもしれないが。

（まあ、怖くもなるよな）

　女性が、特に乃々花のようなタイプが身を置いている世界を思って、大獅は憂鬱になった。

　大獅が乃々花と同じ部署になったのはこの春からだが、存在自体は入社当時から知っていた。

　〝巨乳の美人がいる〟というのは、入社してすぐ共有された情報だったから。

　姉が二人いるため、女性をそういった目で見ることや話題にすることに抵抗感があった。

　そこそこ美人の部類に入る姉たちなため、年頃になれば友人や知人に「彼氏はいるのか」「どんな男がタイプなのか」といった質問はよく受けていたし、もっときわどいことも言われていた。だから、大獅自身も自分の身内をそうやって扱われることにうんざりしていたのだ。

　そのせいで、まだ見たことがないうちから、〝巨乳で美人の桃園乃々花〟がどんな苦労を背負って生きているのかも、何となく想像できていた。大獅自身も見た目で偏見を持たれることがあるから、その苦労はわかるつもりだった。

　性的な視線に晒され、セクハラネタで消費され、ときには怖い思いもさせられて生きているのだ。きっと、男を怖がるか強かに利用して生きているのだろうと大獅は思っていた。

　ところが、実際に彼女と同じ部署に配属されて一緒に仕事をするうちに、そのイメージは変わった。

　乃々花は決して、男に媚びるタイプではなかった。かといって冷たくもないし、当たりもきつくない。

　公平に公正に、仕事相手としてしか見ない。

　仕事ができるため、女の武器を使っているなどと陰口を叩くやつもいるようだが、彼女が誠実さと人当たりの良さで仕事を勝ち取っているのはそばで見ればすぐにわかった。

　その証拠に、取引相手が女性であってもきちんと成果を上げている。これが陰口が真実で男に媚びて仕事を得ているのなら、女性が多く働く企業とは取引できていないだろう。

　勝手に想像して勝手に同情していたのが申し訳なくなるくらい、彼女は立派な人だった。

　そのギャップにおそらくやられたのだろう。気がつけば、大獅は乃々花に一方的に想いを寄せるようになっていた。

　まだ不慣れな大獅のサポートをお願いしても嫌な顔せず助けてくれ、おまけに自分自身の仕事もバリバリこなす。それだけでも、尊敬するには十分だった。

　その上、社内で評判になるだけあって乃々花は可愛かった。美人と言われているが、実際に接してみると表情がコロコロ変わり、よく笑うのだ。

　少しでも柔らかい態度で接すると〝媚びている〟と受け取られるからだろう。距離がある関係の人間にはクールに接するのだが、懐に入った人間に対しては豊かな表情を見せる。

　仕事がうまくいって、彼女がニコッと笑うのを見たときに、大獅はこの笑顔を守るんだと勝手に決めたのだ。

　だから、あの雨の日になりゆきとはいえ彼女と肉体関係を持てて、奇跡だと思った。恋人になれて嬉しかった。

　恋人になったからには、絶対にどんなものからも乃々花を守ってやると決めたのに……こんな簡単にうまくいかなくなるとは思わなかった。

　また元彼の襲撃を受けてはいけないからと送迎を申し出たが、断られてしまった。

　仕事が忙しくて、なかなか二人の時間を取ることもできない。

　何より乃々花は今、男性全般が嫌になっているようだった。痴漢に遭えば男が怖くなるというし、仕方がないのだろう。

（でも……俺もただの〝男〟なのかよ）

　ふと胸に不満が湧いて、大獅は苦しくなった。こんなにも乃々花が好きで、守ってやりたいと思うのに、彼女を傷つけたやつと同じ性別というだけで怖がられるなんてあんまりだと、つい怒りが湧いてしまうのだ。

　しかし、悪いのは彼女ではない。そして、自分がそばにいたいという思いだけで彼女に近づくのは、彼女を傷つけた男と同じになってしまうのもわかっていた。

　だから、今は耐えるしかないのだ。

　落ち着いて話す時間が取れるようになれば、この状況を打開する策も見いだせるだろう。

　そう言い聞かせて、大獅は仕事に向き合った。

　だが、少しでも仕事が進むと、視線はつい乃々花を追ってしまっていた。

（乃々花、真剣に書類と向き合ってる顔も可愛いな。難しいこと考えるとちょっと唇がとがるの、信じられないくらい可愛い。悩むと小首を傾げたままになるの、めちゃくちゃ可愛い）

　そんなふうに集中して乃々花ウォッチングに励んでしまっていたため、すぐ近くに同僚が来ていることにも気がつかなった。

「藤宮さん」

「わ……びっくりした。何ですか？」

「今度の飲み会の参加確認、手伝ってもらえないかと思って」

「わかりました」

　声をかけられてすぐは頭が混乱していたが、落ち着くといつもの大獅に戻る。気をつけていないと怖いと言われがちな容姿をしているが、腑抜けていてはいけないだろうと、心持ち表情を引き締める。

「桃園さんも参加確認取れてないから、ついでに聞いといてくれると助かるな」

「ついでって？」

　まさか同僚に二人の関係を勘づかれたのかと焦ったが、どうやらそういうわけではないらしい。ニヤリと笑われ、励ますように肩を叩かれる。

「さっきから桃園さんのことチラチラ見てたでしょ？　仕事忙しいときの桃園さんってちょっと声かけづらいけど、相談したいことあるなら早めに話しなよ。怒られたりしないから」

「あ、そうですね……そうします」

「じゃ、出欠確認も頼んだよ」

　それだけ言うと、同僚は去っていった。バレたわけではないとわかっても、今度は脱力感に襲われてしまった。

　大獅が乃々花を見ていても関係を勘繰られなかったのは、つまりは釣り合いが取れていないからだろう。その事実に気づくと、悔しさよりも前に不甲斐なくなる。

　まずは仕事で成果を上げなければ、彼女に見合う男にはなれないのだと気づかされた。

　そこに至るまではせめて、ガキっぽい振る舞いは慎むべきだろう。

　本当は乃々花の精神状態が心配で、何より寂しくて、彼女を慰めて、今どんな気持ちでいるのかを聞かせてほしい。

　だが、彼女がそれを望んでいない以上、深追いすることは許されないのだ。

　そのことがもどかしくてたまらないが、今の仕事が片づけば少しは時間も取れるだろう。

　それまでの辛抱だ。

　大獅は再び、目の前の仕事を片づけながらこっそり乃々花を見つめる作業に戻った。そして、彼女が席を立ったときにでも飲み会の出欠確認をしようと、そのときが来るのをじっと待ったのだった。







第四章








　あの日以来、乃々花は男性に対する怖さと嫌悪感を感じてはいるものの、日常生活を取り戻していた。

　最初の数日は警戒していたが、さすがに大獅に捕まえられて懲りたのか、元彼が現れることはもうなかった。次に現れたときは絶対に警察に通報しようと緊急通報アプリを用意していたものの、それが役に立つ日はどうやら来なさそうだ。

　そうして何事もなく過ごしていくうちに、気持ちも落ち着いてきた。仕事が忙しいのもあって、そのうちに怖がってばかりもいられなくなったのが大きい。

　だが、すべてが元通りになったわけではない。

「あの、桃園さん……」

「……わっ。ごめんなさい、何か用ですか？」

　廊下を歩いていると、大獅に呼び止められた。乃々花は必要以上に驚いて、つい距離を取ってしまった。

　こういったことは、今が初めてではない。少しだけ傷ついた顔をする大獅を見て、乃々花の胸は痛んだ。だが、構えていないときに声をかけられると、今みたいな反応をしてしまうのだ。

　元彼のせいで、男性に対する怖さや不安が募っているのである。それは、大好きなはずの大獅も例外ではなかった。

「明日の飲み会、来られますか？」

「あ、出欠の連絡は今日まででしたね。行けます」

「じゃあ、幹事に伝えときます」

「ありがとう」

　大獅が悲しそうにしたのは一瞬で、すぐにいつもと変わらない態度で接してくれた。だから、乃々花も努めて普通に振る舞うが、これではいけないと自分でもわかっていた。

（大獅くんが悪いわけじゃないのに……早く、元に戻らなきゃ）

　気持ちは焦るものの、なかなか解決の糸口は掴めなかった。何より、仕事の忙しさが重なって週末すら一緒に過ごせていないのが痛かった。

　どうにかして時間を取ってくれようとしても、些細な会話すらも、今みたいにぎこちなくなってしまう。

　大獅は何も言わずそっとしておいてくれるが、乃々花の態度に傷ついているのは間違いなかった。

（仕事が落ち着いたら、ゆっくり話す時間を作ってもらおう）

　そう考えて、仕事中は意識を逸らしているしかなかった。

　そして飲み会の日を迎えたのだが、乃々花はこの場所へ来たことを後悔していた。

　今夜の飲み会は、取引先企業との交流会と称したものだった。相手は食肉加工品などを手広く輸入し主にレストランなどに流通させている大手企業で、乃々花たちとは別グループが動かしていたプロジェクトを通じて縁ができたとのことだった。

　飲料メーカーと食品メーカーは、畑は違えど近いところにある関係だ。だから、縁を結んで交流を深めておくことに異論はないのだが、ひとりの女性社員が大獅の隣にべったりくっついているのは見ていて気持ちのいいものではなかった。

「うちの佐さ々さ木きはおたくの藤宮くんと大学の同期で、サークルも同じでずいぶんと親しかったらしいんだ」

　先方の上司から、その女性についてそう紹介された。大獅のほうは意外な場所での再会に少し驚いたふうだったが、佐々木のほうは違った。

　目を輝かせ、大獅だけを見ている。恋する女性の顔だと、ひと目見てすぐにわかった。

　そして何より、彼女はずっと、いかに自分が学生時代に大獅と仲がよかったかを聞かせてくる。

「それで合宿のとき、泊まってた宿舎に虫が出て大騒ぎになったんですよ。男子たちも！　そんな中、藤宮くんだけは平然としてて、サッと出てきて虫を退治してくれたのはいいんですけど、彼、力強いから壁に穴開けちゃって！　藤宮くんはしょげちゃってるから、私が一緒に宿舎の人に頭を下げに行ったんですよ〜」

　学生時代のとりとめもない話を、佐々木は延々話し続けている。みんな適度にお酒が回っているのもあるし、佐々木が愛想よく話すから不快感もないらしく、誰も遮ることはない。

　害のない話だから、止める必要もないと判断されているのだろう。何より、彼女の上司が上手に合いの手を入れるから、とりとめもない話がそこそこのエピソードに聞こえてくる。

　乃々花も、内心では面白くないと思いつつも、ニコニコと黙って聞いていた。ここで腹を立てるのはあまりにもみっともないと、もう大人だからわかっている。

　それに、何が面白くないかは自分でもよく理解できていた。

　佐々木はショートカットの似合うすらりとした女性で、スポーツをやっていたというのがよくわかるボーイッシュな感じだ。

　乃々花は自分と正反対の彼女を見て、焦りに似た感情を覚えていたのである。

　佐々木は、大獅の横に並ぶとおそろしくしっくりくる見た目や雰囲気をしている。二人が並ぶと、スポーツが似合う爽やかなカップルに見えてくるのだ。

　そして、彼女の話に合いの手を入れ続けている上司も、同じことを思っているのがわかった。

　というより、今日の飲み会は佐々木と大獅をくっつけるために企画したのではないかと思い始めていた。

　そのくらい、上司は過剰に佐々木と大獅の仲良しエピソードを聞きたがる。

「佐々木と藤宮くん、本当に仲がいいんだな！　付き合ってたんじゃないのか？」

　話が盛り上がったところで、上司がわざとらしく言った。それを聞いた佐々木は頬を赤らめつつも、満更でもない顔をしている。

「もー、やめてくださいよー。私たち本当に仲良くて、周りからもよく『付き合っちゃえよ』って言われてたんですよー。まあ、藤宮くんとは男友達っていうのが一番しっくり来るから付き合わなかったんですけど」

　そう言いつつ佐々木はグラスのレモンサワーをぐっと飲み干して、大獅のほうをちらりと見る。その目には期待が滲んでいた。

「お互い大人になったことだし、付き合っちゃおっか」

「いいぞー！　お似合いだなー」

　佐々木の冗談ぶった告白に、上司がノリのいい声をかける。とっくに興味をなくして各々会話していた周囲の人間たちも、その騒ぎににわかに注目した。

　大獅がこの場をどう切り抜けるのだろうか、何と答えるのだろうか。乃々花は、怖くてたまらなかった。もしかしたら、場の空気を悪くしないために、彼女の申し出にここだけでも応じるかもしれない。

　そんなことを考えて不安になっていたが、大獅はにこりともしなかった。

「いや、付き合わない。俺、恋人がいるから」

　周りの空気に流されることなく、大獅はきっぱりそう言った。そして、ちらりと乃々花のほうを見る。

　その瞬間、佐々木と上司が目に見えて落ち込んだ。だが、すぐに立ち直ったふうを装って笑顔になる。

「もー、冗談だってば。でも、なるほどねー……」

　そう言って、佐々木は乃々花のほうを見た。彼女は、ほんの一瞬の大獅の視線の動きを見逃さなかったのだ。

　さっきのことですぐさま乃々花が大獅の想い人だと見抜き、品定めするように見てくる。睨むとまではいかないものの、そこに強い思いを感じる。

　あくまで会社では関係は伏せているため、乃々花は彼女の視線には気づかないふりをした。

　しばらくしげしげと見てから、佐々木はニヤッと笑った。そこに悪意を感じて、乃々花はさらに嫌な気分になる。

「あー、なるほどー。わかりやすー。似てるわー。藤宮くんの好きな……」

「おい、やめろよ」

　佐々木が何か言いかけたのを、大獅が必死になって止めた。先ほどまで努めて涼しい顔をしていた彼の焦った様子に、乃々花は何かを悟った。

（〝藤宮くんの好きな〟に続く言葉を、よっぽど私に聞かれたくなかったんだな）

　そう思った瞬間、何だか心の奥が冷えていくのを感じた。

　そんなに必死に隠そうとするということは、おそらくそこに続くのはグラビアアイドルの名前か、セクシー女優の名前だろう。これまでの人生で幾度となく言われてきて、もう慣れてしまっている。

　慣れてはいても、反応に困るのもあって気分のいいものではない。第一、似ていると伝えることにどんな意味があるのかわからないから嫌なのだ。

　佐々木が必要以上に大獅に絡むのを耐えるのがやっとだったから、乃々花は今ので我慢の限界に達してしまった。

「……すみません、ちょっとお手洗いに」

　乃々花はそう言って席を立った。

　こういうとき、女性は楽だ。カバンを手に立っても、不自然に思われない。

　これまでこのやり方で幾度となく飲み会を抜けてきたし、周りの女性たちもよくやっている手口だ。

　加えて、酔って少し足取りが覚束ない演技をして「気をつけてね」と同僚たちから声をかけられたから、このままお手洗いから戻ってこなくても誰も不思議に思わないだろう。

　あとは本当にお手洗いから出たあと、同僚の誰かに「気分が優れないので帰ります」とメッセージを送っておけば問題ないはずだ。

　酔ってはいるものの、頭は冴えていた。そして、心は嫌になるほど冷え切っている。

「『どうせお前の体目当てだよ』かぁ……」

　お手洗いで手を洗いながら、不意に元彼が放った言葉を思い出していた。改めて今、あの男の言葉に傷ついていた。

　あのときはそんなことないと思おうとしたが、先ほどの出来事があって、平気なふりはできなくなった。

　鏡を見ると、疲れた顔をした自分と目があった。

　だが、顔よりも目がいってしまうのは、服の上からでもわかる大きな胸だ。なるべく胸のサイズがわかりにくいデザインのものを選んではいるが、それも無駄な足掻きなのだろう。

　まだ子供のときは、人に見られるのも指摘されるのも嫌で、つい猫背になってしまっていた。特に体育の時間なんて苦痛でたまらなくて、なるべく胸が揺れないよう走るにはどうしたらいいかばかり考えていた。

　その頃より自分の体を肯定的に捉えられるようにはなったものの、こんなふうに不意に嫌な記憶が刺激されると、相変わらず打ちのめされる。

　この大きな胸があるばかりに、個人として認識されていないのではないかと感じるのだ。

　これまで何度か、似ていると言われたグラビアアイドルなどの名前を検索してみたことがあった。

　どの女性も可愛いらしかったが、その中の誰ひとり似ていると感じたことはない。強いて言えば胸の大きさが似通っているくらいだ。

　つまり、乃々花にそういった言葉を投げかける人は、胸の大きさくらいしか見ていないということだ。そしてわざわざそれを伝えるのは、〝お前を性的な目で見ているぞ〟という宣言にほかならないと感じた。

　先ほどの佐々木の言葉と大獅の反応で、これまでの人生であったそれらの嫌な記憶が、一気に蘇ってしまった。

　それによって大獅を嫌いにはならないが、再び彼らの前に姿を現す気力はなかった。

　佐々木が大獅に好意を寄せているのも、彼女の上司が二人をくっつけようとしているのも、乃々花には面白くないことだ。何より、お似合いな二人を見ているのがつらい。

　元気なときならいざ知らず、今の疲れ果てた心身では平然と受け流すことなどできそうにないから、トラブルになる前に退散するのが得策だろう。

　そう思って、乃々花はこっそりと店を出た。

　大獅は社内で二人の関係を伏せている中で、できる限りの抵抗はしてくれたのだ。だから、彼を責める気持ちはないし落ち度があるとも思っていない。

　だが、そんなふうに割り切っても、どうしようもなく悲しくはなった。

　ほんのわずかにではあるが、やはり彼も自分の体目当てなのかと、疑う気持ちが湧いてくる。

　佐々木の口を塞いでまで乃々花に聞かせたくなかったことがあるのだ。きっと、そこそこ際どい人物の名前が飛び出すはずだったのだろう。

　気がつくと、乃々花は猫背になってしまっていた。まるで、自分の体が恥ずかしくてたまらなかった中高生の頃のように。

　猫背にしているほうがよほどみっともないと気づいてからは背筋を伸ばすよう努め始めたが、元気のないときはしゃんとなんてしていられない。

　そうして背中を丸めているからか、どんどん悲しくなってきた。だが、泣くのは家に帰るまで我慢しようと、ぐっと涙を堪えて早足で歩く。

「桃園さ……乃々花！」

　遠くから、呼ぶ声が聞こえた気がした。しかし、ここは居酒屋がたくさん建ち並ぶような繁華街。人も車も多く、声なんてかき消されてしまう。

　だから、気のせいだと思って乃々花はまた歩きだした。期待をして振り返って、彼がいなかったら悲しすぎる。

　だが、少ししてまた声が聞こえて、今度は手を掴まれた。

　振り返ると、必死な顔をした大獅がいた。

「乃々花！　ごめん……俺が嫌な気持ちにさせたから、それで途中で帰ったんだろう？」

「大獅くん……こんなところで話してたら、会社の誰かに見られちゃうかもよ」

　追いかけてきてくれて嬉しいという気持ちよりも、誰かに見られるかもしれないことがまず気になった。だが、大獅は眉間に皺を寄せて、頑なな様子で首を振る。

「俺は知られてもいいと思ってる。むしろ、知られてなかったから、さっきみたいな嫌な思いをさせてしまったわけだし……」

　本当に申し訳ない様子で言われ、乃々花の胸は痛んだ。関係をおおやけにしないのは、ある意味当たり前のことだ。大人として、余計な波風を立たせないために当然のことである。

「あれは……大獅くんが悪いわけじゃないよ。それに彼女だって、悪気があってやったんじゃないだろうし」

　大獅に彼女がいるとわかってすぐにあの場でのアプローチをやめたあたり、そこまで悪い子ではないのだろう。そう思って一応はフォローしたが、彼がこだわるのはどうやらそのことではないようだ。

「俺が逆の立場だったら嫌だ。乃々花のこと好きな男がいかに自分と乃々花の仲がいいかをアピールして、それを聞いた周囲が囃したてるなんて。……そもそもあんなの、やり方が卑怯だろ」

　大獅が満更でもなかったら嫌だと思っていたから、今の言葉を聞いて少しほっとした。確かに、大人の恋愛の仕方ではないかもしれない。だが、乃々花が気にしているのはそこではないのだ。

　たとえスマートなやり方だったとしても、大獅にアプローチする女性がいたら嫌だ。そしてその女性が自分よりも大獅にお似合いだと感じるのが、何より脅威だった。

「……でも、あの佐々木さんは大獅くんの好みをよくわかってるみたいだね。誰にかはわからないけど、似てるんでしょ？」

「それは……」

　自分でもゾッとするほど冷たい声が出てしまって、乃々花は自身に嫌気がさした。

　せっかく彼が耳に入らないようにと気遣ってくれたのに、こんなふうに自分から地雷かもしれないものを踏み抜きにいくなんて、どうかしている。

「俺が好きなもの……これ。でも、似てるなんて言ったら失礼だと思って……」

　大獅は焦ったようにカバンをゴソゴソして、何かを取り出した。

「……マシュウサちゃん？」

　それは、鍵についた小さなマシュウサのぬいぐるみだった。初めて一緒に出かけた日に買ったものかと思ったが、それにしては少し汚れている。年季を感じさせるということは、買って日が浅いものではないのかもしれない。

　つまりこれは、彼が長い間愛用しているものということだろう。

「俺、昔から可愛いものが好きで、特にマシュウサちゃんが好きで、乃々花のこともマシュウサちゃんに似てるな、可愛いなってずっと思ってて……でも自分より先輩で仕事ができる女性に、ウサギのキャラクターに似てるなんて言ったら失礼だろ？　それで……」

　大獅は何とか乃々花にわかってもらおうと、必死で言葉を紡いでいた。その様子から、彼が本当のことを言っているのは伝わった。

　それがわかって、乃々花は思わず笑ってしまった。大獅が自分を性的な記号としか見ていなかったらどうしようかと勝手に傷ついていたから。

　彼は乃々花を体だけで見ていないどころか、こんなに可愛いものに似ていると思ってくれているのだ。ほっとすると同時に嬉しくて、乃々花は大獅の腕にしがみついた。この人にとって自分がこんなに可愛い存在として認識されているというのが、胸の奥がくすぐったくなるほど嬉しい。こんなふうに想われているとわかれば、避けることなんてなかったのに。

「……ウサギに似てるって言われたの、初めて」

「ごめん、嫌だった？」

「ううん、嬉しい。……私、勝手にヤキモチ妬いてたの」

　しがみつく乃々花の頭を、大獅は無言で撫で続けた。だが、やがて深々と溜め息をついてから、その手を止める。

「やばい、可愛すぎる……今すぐ乃々花に触れたい」

　彼が必死に堪えているのがわかって、乃々花はその手を取った。もう、我慢しなくていいことを伝えたくて。

　元彼のことがあってから、忙しいのもあったが大獅のことを避けてしまっていた。それで悲しい思いもさせてしまっていた。

　だが今は、彼に触れられても平気だ。むしろ、乃々花も触れてほしいと思っている。

「……ヤキモチ妬いちゃったから、たくさん可愛がってほしい」

「……っ」

　大獅は一瞬驚いたように目を見開いて、その直後、無言で乃々花の手を引いて歩きだした。そして、颯爽とタクシーを止めて乗り込む。

「ここからなら、俺の家が近いから」

　そう言ったきり、大獅は黙った。だから、乃々花も口を開かなかったが、その間も二人の手は重なり合っていた。

　タクシーが目的地で止まって、マンションのエントランスを入ってエレベーターに乗り込むと、乃々花の手を握る大獅の手に力がこもった。本当は今すぐここで抱きしめたいのを堪えているのだとわかって、乃々花もドキドキした。

「……狭いけど、上がって」

「おじゃまします」

　てっきり玄関を開けたらすぐ貪られるかと思っていたのに、部屋に着いても大獅は紳士だった。

　玄関を入ってすぐ目に入ったのは、よく片づいたワンルームの部屋だった。だが、そんなことより目を引くのは、部屋のいろんなところに飾られたマシュウサグッズたちだ。

　家具選びや配置はシンプルで機能的なのに、それを彩っているのは真っ白でモチモチのウサギのキャラクターグッズなのだ。これが大獅の部屋なのだという事実に、乃々花はなぜだか猛烈に胸がキュンとしてしまった。

「……マシュウサちゃんがたくさんだ」

「男だけどさ、子供のときに初めて見てからずっと好きなんだ。可愛くて、すごい癒されるから」

　大獅が少し不安そうしているのに気づいて、乃々花は慌てて首を振った。

「別に、可愛いものを好きなことに性別なんて関係ないと思うの」

「……よかった。子供の頃からさんざんからかわれたから、可愛いもの好きな男は馬鹿にされるんだって、ずっと思ってたから……」

　ほっとしてはにかむ大獅が何だか可愛くて、乃々花の胸はキュンとした。キュンとすると同時に、なぜ自分が彼に惹かれたのか理解できた。

　乃々花も見た目で嫌な思いをしてきたが、大獅もきっとそうなのだ。男らしくてやや強面の彼が可愛いキャラクターを好きでいれば、おそらく偏見に晒されてきただろう。

　そんな彼だからこそ、乃々花の気持ちに寄り添ってくれたのかもしれない。見た目で判断される苦労は、彼もしてきたことがあるに違いないから。

　がっしりとしたガタイのいい体に、ちょっぴり怖い顔。それなのに可愛いものが好きだなんて、何というギャップだろうか。

　そのギャップが堪らなく愛しくて、乃々花は背伸びをして大獅の頬に口づけた。

　すると、大獅の顔にはたちまち悪い表情が浮かび、乃々花をガシっとその腕に閉じ込めてしまう。

「あの……シャワーは？」

「どうせ今からドロドロになるから、朝にね」

「朝って……んんぅ……」

　厚い胸板を叩いて抗議したが、すぐにそれどころではなくなってしまった。大獅がまるで舐め回すかのような濃厚な口づけで、乃々花の動きを封じたから。

　呼吸もままならないほどに口づけられて、乃々花はクラクラしてきた。だが、感じているのは目眩だけではない。その奥から、甘美な感覚が湧き上がってくる。

「一晩中かけて、どれだけ俺が乃々花を好きなのか、たっぷり教えてやるからな」

「んんっ、あっ……」

　大獅は乃々花の耳を食みながら、服を脱がせていく。耳は弱い部分で、快感に震える乃々花の服を脱がせてしまうのは簡単なことだった。

　あっという間に下着姿にされた乃々花を前にして、大獅が舌なめずりするような表情になる。

「……俺の部屋に乃々花がいるの、改めて見ると感慨深いな」

「恥ずかしいから……あんまり見ないで」

　明るい部屋ですることに慣れていなくて、乃々花は恥ずかしくなった。だが、恥じらいに身をよじるほど、大獅を煽ることをわかっていない。

「乃々花の体の隅から隅まで見るからな。繋がってるところも、俺のを奥まで呑み込んでるところも、全部」

　そう言って、大獅は自分の衣服を脱ぎ去った。下着だけになると、ベッドに腰掛けて乃々花に手招きする。

　乃々花は吸い寄せられるように、ベッドへ上がった。

「今から乃々花のこと、たくさん可愛がる」

「あっ、や、んっ」

「耳舐められながら、どこ触ってほしい？」

　大獅は乃々花を後ろから抱きしめると、わざと音を立てながら耳を舐める。

　頭に直接声を吹き込まれるような感覚に、乃々花は気持ちよくなることしかできない。どこを触られたって気持ちがいいのだ。

「言わないんなら、俺が触りたいところを触るからな」

「んっ、あぁっ……」

　大獅は乃々花の下着をずらして、あらわにした胸を触る。彼の大きな手に包まれて、指差に力を込めるのに合わせて形を変えるたび、むずむずするような気持ちよさが背筋を走る。

「乃々花の肌……吸いついてきてすげぇ気持ちいい」

「ん……いっぱい、さわって……は、ぁんっ」

「でも、乃々花が好きなのはこっちだもんな」

「あぁっ……！」

　大獅の指先は、乃々花の薄ピンクに色づいた胸の頂を摘んだ。ピンと上を向いたそれは、彼の指に摘まれ捏ねられるうちに、さらに濃く色づいていく。快感の塊であるそこを弄られることで、乃々花は甘い声を上げて乱れた。

　乃々花の嬌声を聞きながら、大獅は指先での愛撫をしつつ首筋に舌を這わせた。うっすらと汗をかき冷えていた肌の表面を彼の生暖かい舌が舐め上げたのが気持ちよくて、乃々花の腰は跳ねる。

　だが、どれだけ気持ちよくなろうとも、肝心な部分を触られないと物足りない。だから自然と、ねだるように身をくねらせた。

「乃々花、触ってほしいの？」

「……うん」

「どこ？」

「ここ……触って」

　口で言うのは恥ずかしくて、乃々花は大獅の手を掴んで下着の中へと導いた。

「もうぐちゃぐちゃだ」

「んんっ……」

　彼の無骨な指が、いきなり花芽に触れる。敏感なそこを捏ねられるだけで、くちゅりと湿った音がした。花芽の下で、秘裂が蜜をこぼして待っているのだ。

　彼もきっとわかっているはずなのに、肝心の部分には触れてくれない。ずっと、強弱をつけて花芽をこね回しているだけだ。

　それでは当然物足りなくて、乃々花の腰は自然に揺れた。蜜で滑った指先が秘裂へ呑み込まれてくれないかと願うように、膝立ちになって必死に腰を動かす。

　すると、尻に硬いものが当たった。すぐにそれは、大獅のものだとわかる。乃々花はそれがほしくて、そっと下着の上から撫でた。

「乃々花……えっちだな」

「だって……ほしいんだもん」

「指でまだ馴らしてないよ？」

「ん……いい」

　乃々花が尻を押しつけてねだると、彼が下着を脱ぐのがわかった。そして、手早く避妊具が装着される。

「乃々花、おいで」

　大獅の声に振り返ると、彼が裸になって両腕を広げていた。筋肉のついた引き締まった体の中心で、雄々しいものが屹立している。

　薄ピンクの膜を被ってなお、その下にあるものが黒々としているのがわかる。

　改めて見ると、あまりに逞しい。いつもこんなものを奥まで咥え込んでいるのだと思うと、怖くなると同時に下腹部が疼いた。

　乃々花はずらされてほとんど用をなさなくなっていた下着を取り去り、裸になった。そして、ゆっくりと彼の上に跨る。

「いきなり挿れたら痛いだろうから、まずは乃々花が気持ちよくなれるように動いたらいいよ」

「うん……」

　頷いたものの、乃々花はどうしたらいいかわからなくて、ひとまず大獅にキスをねだった。

「んっ、んぅ……」

　激しく舌を絡めるキスをしていると、気持ちがよくて身をよじってしまう。すると、敏感になった胸の頂が彼の胸に擦られ、さらに気持ちがよくなる。そうして彼の体に肌を擦りつけているうちに、彼の胸の小さな蕾のようなものも硬くなってきたのがわかった。

「……大獅くんの乳首、かわいい」

「あっ……」

　乃々花がそれをペロリと舐めると、大獅の口から切ない声が漏れた。それを聞いて子宮がキュンと疼いた乃々花は、もっと聞きたくてさらに舌を這わせた。

　大獅は声を出すまいと必死で歯を食いしばるが、時折溜め息と共に声が漏れる。それを聞きながら堪らなくなって腰を揺らすと、硬く大きくなった彼の先端が秘裂をなぞった。

　ただ当たっただけでも気持ちがよくて、乃々花は夢中で腰を揺らした。肉竿に蜜をまぶすように、押し当てながら前後に腰を振る。

　それは、この前お風呂で大獅にされたことをなぞる行為だった。中に咥えこんではいないのに、蜜口をこすられるだけであまりにも気持ちがよかった。

　好きに動いていいと言われていたから、乃々花はその通りにした。それはまるで、大獅の逞しいものを使った自慰行為だ。そして、無意識のマーキングでもある。

　この人は私のものだと、強く思っていた。誰にも渡したくないと、胸の奥をジリジリさせていた。

　そして、どんどん上り詰めてあと少しで達するというところまで来たとき──。

「あっ、あぁんっ、ん……ああぁっ!?」

　目を閉じて恍惚としていた乃々花は、甘い悲鳴を上げて目を見開いた。唐突に中に押し入られ、その強烈な快感で達したのだ。

「もう準備はできたから、今度は中を可愛がってあげるね。……俺で気持ちよくなる可愛い乃々花をもっと見てたかったけど、我慢できない」

「んっ、あっ、奥ぅ……あぁっ」

「子宮、降りてきてて当たるね。ここ、もっと責めてあげるから」

「ひ、んっ、あぁンっ……きもち、ぃんっ」

　一気に奥まで穿いた大獅は、容赦なく下から腰を突き上げた。そうされると、いきなりもっとも弱い部分が肉棒の先端に押し潰されるようになり、強烈な快感に悲鳴が漏れる。

　下から激しく突き上げられ、乃々花は大獅の上で飛び跳ねていた。そのたびに、大きな胸も激しく揺れる。

　大獅は上体を起こし、その真っ白な膨らみにむしゃぶりついた。

　噛みついたり、吸いついたり、様々に弄るから、乃々花の白い肌にはすぐに赤い痕が花びらのように散らされた。

「んんっ……だめぇ……たいし、く……だめっ……そこ、そんなっされたら……イッちゃっ、うぅっ」

　乃々花はあまりの気持ちよさに、髪を振り乱してイヤイヤをする。だが、そんなことを言いつつも蜜にまみれた肉襞はしっかりと大獅の屹立を咥えこみ、吐精を促して切なくうねる。

「……乃々花、狭っ……イッていい……俺も、もうやばい」

　大獅はしゃべりながらも、膨らみきってジンジンと敏感になった乳首を舐めるのを止めない。唇の動きも、吐く息すらも刺激になって、乃々花に快感をもたらす。

「ぅ、あぁんっ……や……んんっ……イクッ……たいしくんっ……イッちゃうぅんっ……！」

　乃々花が啼き叫んでひと際大きく背中を仰け反らせたその瞬間、あまりの気持ちよさにキュンと食い締めた蜜口から、勢い良く飛沫が迸った。

　そのことを恥じらう余裕もなく、乃々花は大獅に体を揺さぶられ続ける。達したばかりで激しく蠕動する隘路をかき分け、硬さも太さも最高潮に達した肉楔に下から深々と穿かれている。

「くっ……イくぞ……！」

「あああぁぁっ……！」

　最奥を突き上げられ、乃々花は再び激しく果てた。その敏感すぎる場所に、大獅の劣情が注ぎ込まれる。薄膜越しであっても、大量に吐き出されたのが伝わってくるほどだった。

「……乃々花、愛してる」

「私も……」

　大獅に跨ったまま、乃々花はくたりと体の力を抜く。脱力したその体を、大獅は優しく抱きしめた。

　あれだけ不安だったのに、今はただ大獅のことが愛しい。彼が好きで、彼に愛されているのを信じられるようになったから。




　最初に肌を重ねたときは、一度きりの思い出になるかと思っていたのに。ワンナイトでもいい思いができたなら、それでいいと思っていたのに。

「絶対に離さないから」

「うん……私も離れない」

　口づけ合う二人は脱力してるのに、どちらもまだ体の奥で欲望の炎がくすぶっていた。舌を絡めれば、互いを求めているのがわかった。

「本当はさ、ここのところ忙しくて疲れてる乃々花をゆっくり休ませてあげたいんだけど」

　唇を離してそんなことを言い出す大獅に、ふるふると首を振った。

　疲れているのは間違いないが、ここでやめるなんてありえない。

「……やめないで。もっと、もっとして？」

「そんな可愛いこと言われたら……休ませてやれねぇな」

「んんぅ……」

　恥じらいつつねだると、大獅は乃々花を抱きしめて体の位置をぐるりと入れ替えた。乃々花は、大獅に組み敷かれる体勢になり、貪られるように口づけられた。

　それから二人は、一晩中かけてお互いの思いを確かめ合った。

　何度も快楽の階を上り詰め、くたくたになって意識を失うように眠りにつく頃、乃々花の心には何の不安もなくなっていた。







第五章








　仕事が落ち着いて迎えた週末。

　乃々花はひどく緊張して待ち合わせ場所に着いていた。

　今日は、思いきりおしゃれをしている。というのも、大獅から「うんと可愛い格好をしてきて」とリクエストされていたのだ。

　クローゼットを漁って、ああでもないこうでもないとさんざん悩んで、仕事のときには着られない、思いきりフェミニンなワンピースを選んだ。

　それに初夏らしくラタン製のショルダーバッグとオープントゥのパンプスを合わせて、髪をゆるく巻いてハーフアップにした。

　仕事中のときはもっとパリッとした服装を心がけているから、こんなふうに甘さに全振りしたおしゃれは本当に久々だ。

　だから、こういう服装を大獅に見せるのも初めてということで、ドキドキしていた。

　それだけではなく、今日は大獅に「会わせたい人がいる」と言われているから、それが何よりも緊張する理由だった。

「お待たせ、乃々花。……可愛いな」

「おはよう、大獅くん」

　待ち合わせ場所に現れた大獅は、乃々花の姿を見てとろけるように微笑んだ。その顔を見れば、今日のオシャレが彼に気に入ってもらえるものだったのはわかる。

　だが問題は、これから会う人たちが乃々花のことを気に入ってくれるかだ。

「……いきなりご両親じゃないのはよかったけど、お姉さんたちに会うのもなかなか緊張するね」

「俺が真剣に付き合ってる人がいるって言ったら『会わせろ』って言い出しちゃってさ……ごめんな」

「ううん、それはいいの」

　大獅は今日のことを重く考えていないようだが、乃々花は内心で冷や汗をかいていた。

　真剣に交際していれば、いずれこのような〝家族との顔合わせ〟という人生の節目のイベントは発生しただろう。だが、それはもう少し先だと思っていたのだ。

　だからこそ、思いもかけないタイミングで大獅の姉たちに会うことになってしまって戸惑っているし、緊張してもいる。

　何より、気に入られるだろうかと考えると、自信がなくて胃が痛くなってくるのだ。

　もしかしたら、会いたいというのは建前で、本当は見定めようとされているのかもしれない。大獅と釣り合うのか、彼に相応しいのか。

　下手をすると、〝誑かしている〟と警戒されているかもしれない。

　乃々花は自分の見た目が、時として同性に強い嫌悪と警戒心を抱かせることはこれまでの経験で知っている。親しい友人だと思っていた子にも「乃々花を自分の彼氏には見せたくない」と言われたこともあるのだ。

　大人になってからはきちんと理解して付き合ってくれる友人もできたが、それでも学生時代の苦い思いは消えない。

　そして今、恋人の姉に会うというイベントを前にして、過去のそういった苦い思いを鮮明に思い出してしまっている。

「気になるカフェを見つけたらしくてさ、そこが待ち合わせ場所だから」

「うん」

　乃々花の歩幅に合わせて歩いてくれながら、大獅は安心させるように優しく笑って言う。乃々花が緊張していることに気づいてはいるらしい。それだけが救いではある。

「会ってみて、嫌だなと思ったらこっそり教えて。せっかく久しぶりにゆっくりデートできるのに、水を差されて嫌だなって俺は正直言って思ってるから」

　乃々花の緊張をほぐそうとしたのか、大獅はそんなことを笑いながら言う。それを聞いて、少しだけほっとした。

「でも……お姉さんは大事な弟が心配なんだよ。その気持ちはわかる。だから、好きになってもらえたらいいんだけど」

　好かれないにしても、交際を反対されなければいいなと思う。そのことだけが、今は心配だった。

　家族に反対されたからといって、大獅がすぐに自分と別れるとは考えていない。だが、祝福されない恋愛をさせたいとは思わないから、できれば受け入れられたいのだ。

　そんなことを考えると、大事なプレゼンの前以上に緊張してくる。だが、大獅は何も心配していないようだ。

「嫌われることは万が一にもないよ。ただ、姉さんたちのノリというか勢いに乃々花が圧倒されないといいんだけど……」

　そんなことを言っている間に、待ち合わせに指定されたカフェに到着したようだ。大獅が何かに気づいたように視線を向けた先を見ると、テラス席から背の高い女性二人が手を振っていた。

　女性たちは乃々花のほうをチラチラ見て、何かを囁きあっている。嫌な感じはしないし何となく興奮した様子ではあるが、自分のことを言われているのがわかる以上、緊張して身構えてしまうのは仕方がない。

「お待たせ」

「どうも、初めまして。桃園乃々花と申します」

　大獅が声をかけたのに続いて、乃々花も頭を下げた。すると、大獅の姉だという二人が息を呑むのが気配でわかった。

「……かわいい」

「大獅に聞いてたけど、これほどまでとは……」

　背の高い二人の女性は、乃々花をじっと見つめて言う。これを額面通りに受け取っていいのかどうか悩んでいるうちに、女性のひとりが手を握ってきた。

「大獅の姉の千ち鶴づるです。お義姉さんって呼んでください！」

「えっ」

　乃々花が戸惑っていると、もうひとりの女性が間に入ってくれた。

「ちょっと！　いきなりそんなこと言ったら困らせるでしょ！　私は鈴すず鹿かです。たぶん、同い年だと思います」

「あ、はい……」

　千鶴も鈴鹿もどちらも乃々花より背が高く、そうして勢いよく来られると圧に驚いてしまった。大獅が言っていたのはこれだったのかと、今身を持って理解した。

　だが、歓迎されているのがわかって、ひとまずほっとした。

「乃々花、ごめん。姉さんたちも可愛いもの好きで……乃々花のこと話したら『見たい！　会いたい！』って大騒ぎになったんだよ」

「そうだったんだ……」

　さりげなく姉二人から引き剥がしつつ、大獅が申し訳なさそうに言った。しかし、今の発言から彼が自分のことを好意的に、やや誇張気味に家族に紹介していたのがわかって、嬉しいやら恥ずかしいやらで複雑な気分になる。

　それでも、どうやら彼の姉たちに現段階で嫌われていないとわかって安堵した。

「あなたたちも何か頼みなさい。おしゃべりするのでもまずは何か飲まないと」

「ここ、パフェが可愛くて美味しいって評判なんだって」

「じゃあ、それと飲み物のセットにします」

　席につくよう促され、千鶴と鈴鹿にメニューを見せてもらって、乃々花は勧められるままパフェを注文した。

　頼んだものが運ばれてくるまでの間、大獅と姉二人にニコニコと見つめられ、落ち着かない気分になる。好意的な視線を向けられていることだけは理解できるが、それがなぜなのかわからなかった。

「あんまりジロジロ見ないでくれよ。乃々花が困ってるだろ」

　乃々花が落ち着かない気分でいることに気づいたらしく、大獅は姉たちをたしなめた。すると彼女たちはすらりとした体をしゅんと縮こまらせ、申し訳なさそうに目を伏せる。

「ごめんね。可愛くてつい見ちゃうのよ」

「私たちも大獅も、こんな感じででっかいでしょ？　そのせいか、可愛いものに目がなくて……」

　そう言った二人の表情にどうやら嘘はなさそうで、乃々花は彼女たちに好意的に見られる理由を自分なりに納得した。

　ひとまず、嫌われていないとわかって嬉しかった。

　最初は緊張していたものの、注文したパフェが運ばれてきてからは空気が変わった。

　千鶴も鈴鹿も、すぐさまパフェに夢中になってしまったのだ。

　二人ははしゃぎながら写真を撮り、ひと口食べては感激し、お互いのものを食べあいこして、とにかく楽しそうにしていた。

　キリッとした顔立ちのモデルのような二人がそんなことをしているのが可愛くて、見ているうちに乃々花は彼女たちが好きになった。そして、食べ物を美味しそうに食べる姿や、大きな体なのに動きにガサツさはなく繊細に動くところとか、彼女たちはやはり大獅の姉なのだなと、似ている部分を見つけて嬉しくなった。

　どうやら甘いものに目がないらしいとわかり、乃々花は二人にスイーツが美味しいカフェや、レストランの隠れた絶品デザートについて教えた。するとそこから会話が弾み、これまで食べた美味しいものや行った場所の話題になり、今度一緒にスイーツビュッフェへ行く約束もした。

　千鶴はデパートで美容部員として働いているということで、メイクの相談に乗ってくれた。鈴鹿はスポーツジムのインストラクターをしているということで、胸が揺れるのを気にして運動不足気味の乃々花に生活面で気をつけることを教えてくれた。

　警戒されたらどうしようとか、嫌われたらとか、不安になっていたのが嘘のように打ち解けることができた。それは、ひとり置いてけぼりにされた大獅が、少し寂しそうにするほどに。

「あ……大獅くん、ごめんね。ずっとお姉さんたちとばかり話してて」

「いや、いいよ。乃々花と姉さんたちが仲良くできてよかったし」

　乃々花が気づいて謝ると、大獅は不満なような照れたような複雑な表情をした。それを見て、千鶴と鈴鹿はニヤニヤする。

「大丈夫よ、大獅。乃々花ちゃんと仲良くするだけで盗ったりしないし」

「あんたは日頃乃々花ちゃんといくらでも仲良くできるんだから、今くらいいいでしょ」

「……俺は別に、何も言ってないだろ」

　姉二人にからかわれ、大獅は今度はわかりやすく不機嫌になった。そんな彼の意外な面を見ることができたのもあって、今日の面会はいいものだったと乃々花は思った。

「大獅、乃々花ちゃんのことが本当に好きで、大事で、我慢というかセーブしてる部分があると思うから、そういうのをたまに気にかけてあげてね」

　店を出て別れ際、千鶴がこっそり耳打ちした。すぐに意味をしっかり理解できたわけではないが、とりあえず乃々花は頷いた。

　鈴鹿のほうも何やら大獅に言っていたが、彼の反応を見る限り、またからかわれたのだろう。

　もしかしたら今日は夕方くらいまで一緒にいることになるのではと思っていたのに、カフェで小一時間話をして、あっさり解散となった。

　二人きりになって、嬉しいような気恥ずかしいような気分になり、乃々花と大獅は顔を見合わせて笑った。

「大獅くん、さっき鈴鹿さんに何を言われてたの？」

　とりあえず腹ごなしに歩こうということになり、手を繋いで乃々花は尋ねた。

　言われた内容を思い出したらしく、大獅は照れて困った顔をした。

「……乃々花のこと、早くお嫁にほしいって。あと、いい子で可愛いから絶対に逃がすなって」

「そんなことを……」

　自分で聞いておきながら、乃々花も照れてしまった。しかし、決して嫌な気分ではない。大好きな彼の姉に気に入ってもらえたのは、二人の関係がまた一歩進んだということだから。

　だが今の、大獅との関係は過去の恋愛とは違う。彼のことが好きで、彼と家族になりたいから結婚を考えている。これは、大きな変化だった。

「乃々花は、何の話したの？」

「えっと……」

　話の流れで自分も同様のことを聞かれるのはわかっていたが、いざ尋ねられると何と答えていいのかわからなかった。

「大獅くんは我慢というかセーブしてる部分があるから、気遣ってあげてねって」

「ふーん……」

　まだ自分の中で噛み砕けていなかったためそのまま伝えたが、なぜか彼はニヤリとした。その笑みを見て、彼が何を考えているのか察してしまう。

「たぶん、千鶴姉はそういう意味で言ったんじゃないと思うけど……確かに俺は我慢もセーブもしてるよ。乃々花が大事だから」

「うっ……」

　耳元で囁くみたいに言われ、乃々花は声を出すのを必死で堪えた。

　千鶴の言っていたことの真意はまだわからないが、大獅が今考えていることはよくわかった。

「あの……今度の大獅くんの誕生日の夜は、その……我慢もセーブも、しなくていいよ」

　乃々花がやっとのことでそれだけ言うと、大獅はとても嬉しそうに笑った。

　それを見て、乃々花は決意する。誕生日の夜は、思いきり彼を喜ばせようと。







　ついに迎えた、大獅の誕生日の夜。

　乃々花は緊張で胸がはち切れそうになりながら、彼と対峙していた。

　もうすでに雰囲気は十分すぎるほどできていて、ベッドに腰かける大獅の目には艶っぽい色が浮かんでいた。

　彼が今夜本気を出す気でいるのは、お祝いのディナーのときにすでに感じ取っていた。いつも楽しくお酒を飲む彼が、今夜はグラス一杯だけで控えていたからだ。

　乃々花も酔ってはいられないと、ペリエで我慢した。それなのにまるでほろ酔いのように頬が上気しているのは、これからのことをすでに想像してしまっているからだ。

「あのね……プレゼントがあるから、ちょっと目を瞑ってて」

「わかった」

　準備はしてきているのだが、最後の仕上げがあるため、乃々花は大獅に目を瞑ってもらった。彼がしっかりと目を閉じたのを確認して、いそいそと服を脱ぐ。

　下着姿になり、カバンから取り出したものを頭につければ完成だ。

　喜んでくれなかったらどうしようとか、ドン引きされたらどうしようと不安になるが、彼をうんと喜ばせようとさんざん悩んで思いついたのがこれだったから仕方がない。

「大獅くん」

「もう、目開けていいの？」

「うん」

　大獅は目を開けて乃々花を見て、驚いた表情になった。だが、それも一瞬で、すぐに笑顔になる。それも、何だか悪い笑顔だ。

「……可愛すぎるウサギちゃんだな」

　そう大獅が言う通り、今の乃々花はウサギの格好をしていた。

　透け感のある生地でできた下着を身に着け、頭にはウサ耳カチューシャをつけている。胸の中心も下腹部のうっすらとした茂みも透けて見えてしまっているため、裸でいるよりいやらしい姿だ。恥ずかしくてたまらないが、特別な日のために勇気を出したのだ。

「今夜は大獅くんにいつもより気持ちよくなってほしくて……好きにしていいよ？」

「……やばいな」

　乃々花が恥じらいながら言えば、大獅は喜びを抑えられないというように手で口元を覆った。彼が喜んでくれているのがわかって、恥ずかしいものの嬉しくなる。

「可愛いウサちゃんは、何してくれるの？」

「えっと……何したらいいんだろ」

　悪い笑みを浮かべた大獅に問われ、乃々花は困ってしまった。乃々花のシュミレーションの中では、大喜びした大獅に好きなだけ貪られる予定だったのだ。

　だが、彼はがっついてこない。それどころか、いつもより余裕すら感じさせる。

「じゃあ、その大きくて柔らかくてふわふわの胸で挟んでほしいな」

「……わ、わかった」

　乃々花は恥じらいながらも、まず大獅の服を脱がせにかかった。緊張しながらボタンを外し、シャツを脱がせたところまではよかったのだが、スラックスのファスナーに手をかけたときにはドキドキして仕方なかった。

　大獅のものが、すでに準備万端でそこにあるのがわかったから。窮屈そうに布地を押し上げているから、ファスナーを下ろすのも一苦労だ。スラックスを脱がせ、下着も取り去ってしまうと、彼の凶悪なものが眼前に現れた。

　日頃それを奥の奥まで呑み込んでいるとはいえ、改めて目の前にするとあまりに大きい。それを見て、乃々花は無意識にゴクリと喉を鳴らしてしまっていた。

「まず、口でするね……」

　いきなり胸で挟むと痛いと聞いていたから、乃々花はまず大獅のものをたっぷり濡らすことにした。

　手でしっかり握って舌で唾液をまぶすように舐めると、彼は気持ちよさそうに溜め息を吐き、彼のものも嬉しそうに震えていた。

　たっぷりと舐め回しあとは、口いっぱいに頬張って舌を絡めた。

「くっ……」

　嘔吐きそうになりながら喉奥まで迎え入れると、堪らないといったふうに大獅の口から甘い声が漏れた。

「いっぱい気持ちよくなって、たくさん出してね」

　乃々花はそう言って、唾液まみれになった大獅のものを自分の胸に挟む。こういうとき、唾液を垂らすのがいいとどこかでつけた知識の中にあったから、挟んだ状態でたっぷりと滴らせた。

　乃々花はそれから両胸の柔肉を両手でギュッと持って支えて、間に挟んだ彼のものを擦りあげるように動かした。

「あっ、それ……」

　胸の谷間から飛び出している彼の先端を舐めると、思わずといったふうに大獅から声が漏れた。擦られながら先端を舌で愛撫されると気持ちがいいのだとわかって、乃々花は俄然気合いが入る。

　自分の奉仕によって、自分の体を使って、気持ちよくなってくれているのが嬉しい。彼が気持ちがいいと、自分も気持ちがいい気がしてくる。

　やがて乃々花は、夢中になって彼のものを擦りながらその先端を舌で愛撫した。

　彼の呼吸が荒くなり、胸の間でビクビクしているのがわかる。果てが近いのがわかって、乃々花はわざとチュッと音を立てて先端を吸った。

「乃々花っ……もう、出る」

「いいよ、出して」

　このまま果てていいと知らせて、乃々花は激しく胸を揺らした。先端を舐める舌の動きも激しくする。

「う……」

　乃々花が口を離した直後、大獅は大きく腰を跳ねさせ、肉茎を震わせた。

　先端から熱い飛沫が迸り、それは乃々花の真っ白な肌を汚した。それを見て乃々花は彼が気持ちよくなって果ててくれたのを実感して、達成感と喜びを感じた。

「……大獅くん、すっごくたくさん出したね」

「うん、すげぇ気持ちよくて……」

　達して脱力している大獅は、満たされた顔をして乃々花の頭を撫でた。彼が本当に喜んでくれたのがわかって、乃々花は誇らしくなる。

「じゃあ次は、可愛いウサちゃんを可愛がってやらないとな。……すごいな、この下着。こっから指が入るのか」

「ぁんっ……」

　大獅は乃々花を抱き寄せると、下着の上から秘処に触れようとした。だが、そこの部分の布地は縦にぱっくりスリットが入っており、指の侵入を許してしまった。

「俺の舐めて、気持ちよくなっちゃったのか……乃々花、えっちだな」

「ぅうんっ……くちゅくちゅしないでぇ……！」

　一度果てて余裕を取り戻した大獅は、今度は乃々花を可愛がることに決めたらしい。スリットから指を挿れると、蜜に濡れそぼる乃々花の敏感な部分を思いきりかき回し始めた。

　期待に潤んでいたそこは、彼の指の侵入を大いに喜び、キュンキュンと締めつけた。その締めつけに阻まれることなく、彼の指は容赦なく抜き挿しされる。

　乃々花はたちまち気持ちよくなってしまい、体をくねらせて喜んだ。

「可愛い尻尾までついてるのか……乃々花、いいこと思いついた」

「ぁんっ」

　そう言って大獅は、先ほどまで乃々花の中をかき回していた指を勢いよく引き抜いた。物足りなさに乃々花が振り返ると、彼はゾクリとするほど艶めいた笑みを浮かべて、再びベッドに横になっていた。

「乃々花、俺の顔に跨りながら俺のものを気持ちよくして」

「え……それって……」

「お互いのを気持ちよくさせるんだ」

　にこやかに大獅に言われて、乃々花は顔を真っ赤にしながらその言葉に従った。本当はすごく恥ずかしいが、嫌なわけではない。

　それに今夜は彼の誕生日だ。望むままに叶えてやりたいと思って、この日を迎えている。

「乃々花はお尻まで可愛いんだよな」

「……あんまり、見ないで……ひぃ、んっ！」

　乃々花がおずおずと大獅の顔に跨ると、すぐさま尻を撫でられた。そして、先ほどまで指で可愛がられていた部分を容赦なく舌で舐められ、感じてしまう。

「あっ……らめ……ぁうっ……きもち、よすぎて……ふ、ぅんっ」

　彼のものも気持ちよくしてあげたくて舌を伸ばすのに、秘処に加えられる愛撫によってうまくできない。

　肉竿を握り、上下に擦り上げるのがやっとで、先端を含んでも舌を動かす余裕がなかった。

　大獅は素早く舌を動かして秘裂を舐めたり、その舌をにゅるりと蜜口から奥へと侵入させたり、緩急をつけて乃々花を責め立てる。

　それだけではなく、時折後孔を指で突いたり舌先で舐めるような動きをするから、乃々花は安心して快感に溺れることもできなかった。

「やっ……そこぉ……だめっ……あぁんっ」

　舌先で孔をこじるような動きをされたため、乃々花はたまらず逃げようとした。だが、がっしりと腰を掴まれ、逃れることはできない。

　気持ちよさと恐れに、乃々花は震えた。

　自分の汚い場所を大獅に舐められているというのも恐ろしいが、何よりそこを愛撫されて気持ちがいいという事実が怖かった。

　このままでは未知の扉を開いてしまうと思うのに、逃げられない。彼の執拗な愛撫からも、快感からも。

　いつしか乃々花は彼のものを気持ちよくすることを忘れ、大獅に与えられる快楽に頭が真っ白になっていた。

「乃々花の可愛いここに、いつかウサギ尻尾を生やそうね」

「えっ……んんっ」

「お尻の穴に入れておくオモチャがあって、可愛い尻尾付きのもあるんだ」

　大獅は目の前の窄まりを楽しげに突きながら言う。自分のそこに何か異物を挿れられるのを想像して、乃々花の下腹部は切なく疼いた。

　そんなこと、考えるだけで恐ろしいはずなのに、大獅にされるのは気持ちいいに決まっていると、どこかで期待もしていた。

「あっ……んんぅっ……あ、あぁっ……」

　大獅の舌は執拗に後孔を責め立てたあと、再び蜜口を愛撫し始める。指まで抜き挿しされて、弱いところを刺激され、堪らず腰をくねらせる。

　だが、その気持ちよさは唐突に止んだ。

「乃々花、俺の上で可愛いウサちゃんみたいに跳ねて」

「んっ……？」

「乃々花の好きなように動いて、気持ちよくなっていいって言ってるんだよ」

　大獅は乃々花の耳に熱い息を吹き込みながら、次の指示を言い渡す。

　ひどく恥ずかしいことを言われているはずなのに、彼にめちゃくちゃにされたくて頭がいっぱいになってしまった乃々花は、その言葉に素直に従った。

　果てる途中で止められてしまっているため、頭の中は気持ちよくなりたいという欲で占められている。

「着けられる？」

「うん……大丈夫」

　乃々花はベッドサイドに置かれていた小さな箱から避妊具を取り出すと、それを大獅のものに被せていった。

　薄い膜を被ったそれは、先ほどまでよりもさらに淫靡な印象を与える。なぜなら、乃々花の中に潜り込むためだけに、この薄膜を被っているのだから。

「……もう、挿れちゃうから」

　乃々花は大きく脚を開いて、雄々しく屹立する彼の中心めがけてゆっくり腰を下ろしていった。

「あっ……あぁ……」

　待ち望んでいた硬く大きなものに肉襞をかき分けられる感覚に、乃々花の口からは堪らず甘い吐息が漏れた。好い部分に当たるように腰を動かすと、あまりの気持ちよさに呼吸を忘れそうになる。

　だが、そんなふうに好きに動けていたのも最初だけだった。

「……ぁんっ！」

「乃々花、ちゃんと俺のことも気持ちよくして」

「んんっ！」

　好き勝手にしていた乃々花の花芽を弄った。それにより、乃々花はピョンと飛び跳ねた。乃々花が跳ねると、頭につけたカチューシャのウサ耳もピョンと揺れた。

　それが楽しかったのか、大獅はニヤリと笑って再び指先に力を込める叩く。すると乃々花が跳ねる。やがて、花芽を捏ねる、跳ねるを繰り返すようになり、いつしか乃々花は彼の上で激しく腰を振っていた。

　引き抜くたび浅い部分が擦られ、腰を落とすたび最奥の最も敏感な部分を抉られる。異なる二つの快感が交互にやってきて、大獅の上でいやらしく飛び跳ねるウサギはあっという間に上りつめた。

「あっ……く……イくっ……！」

　悲鳴のような声をあげてから、大きく背中を仰け反らせた。咥えこんだ屹立を切なく喰い締めるように、濡れた肉襞が震える。

　呼吸は整わず、体の力が入らなくて、乃々花はくったりと大獅の胸に倒れ込んだ。その髪を、彼が優しく撫でてくれる。

「えっちなウサちゃん、上手にイけたな」

「うん……」

　大きな手に頭を撫でられるのが嬉しくて気持ちよくて、乃々花は自然と大獅にキスしていた。彼もそれにねっとりと舌を絡めることで応じてくれ、すぐに濃厚な口づけに変わっていった。

　乃々花は大きく果てたばかりだが、大獅はまだだ。だから、乃々花の中に深々と刺さったままの彼のものは、すぐに我慢しきれず動き出す。

「え……あ……すごく、おっきくなって……？」

「まだまだ乃々花と気持ちよくなりたいって」

「んぅ……」

　大獅は一度乃々花の中から出ていくと、体を横にして大きく脚を上げさせた。それから、ぱっくりと口を開けた蜜壺へ肉楔を埋めていく。

「奥、ガンガン突いてやるからな」

「あぁんっ！」

　大獅は乃々花の上げさせた脚を抱え込むような体勢で激しく腰を振る。そうされると、いつもとは違う場所が擦られるようで、乃々花は堪らなかった。

　体内から激しく揺さぶられるような、内臓を擦られるような、そんな感覚だ。先ほど達して真っ白になった頭が、再び真っ白になっていく。快楽で埋め尽くされて、何も考えられなくなっていく。

「乃々花、子宮口に当たってる。気持ちいい？」

「んっ……きもちぃっ、はぁんっ」

「すげぇ締めつけてくるな……」

　荒い呼吸を耳に吹き込むようにしながら、大獅は乃々花に囁く。ただでさえ気持ちがいいのに、そんなふうに耳を刺激されたら、また気持ちがよくなってしまう。

「乳首もクリも、触られたくって膨らんでるな。……かわいい。乃々花の体、気持ちいいとこ全部触ってやるからな」

「ひっ……！　んああぁぁっ！」

　ツンと上を向いた胸の頂も、結合部の上で蜜にまみれている花芽も、大獅は指で荒々しく弄った。その手つきは決して優しくない。それなのに、乃々花は気持ちがよくて堪らなくて、甲高い声を上げた。

「たいしく、だめっ……やだっ……そんなに激しくされたらっ……あぁんっ……おかしく、なるっ！」

　イキっぱなしの状態が恐ろしくなって、乃々花はイヤイヤと首を振った。快感のあまり、涙を流している。

　だが、その悲鳴のような訴えを聞いたところで大獅は動きを止めない。

「おかしくなっていいよ。乃々花の頭の中、俺だけで埋め尽くされたらいい。……かわいい乃々花。今夜は何もわかんなくなるくらい可愛がって、気持ちよくしてやるから」

「んあぁっ！　あっ……イくっ……イッちゃぅ……あぁんっ……！」

　何度も何度も腰を大きく引き、そのたびに最奥を穿つように力強く突き上げられ、乃々花は淫らに啼きながら達した。

　それでも大獅は止まらない。彼が腰を振るたび、結合部からは泡立って白濁した蜜が溢れ出し、シーツを濡らした。

　乃々花はビクンビクンと大きく体を痙攣させながら、大獅の硬く大きなものを締めつけていた。早く中に注いでほしいと、本能が訴えかけている。

「乃々花……出すよ……一番奥で、いっぱい出すから」

「ん……ほしい……ぅうあっ……すきぃ……」

「俺も……あぁ……」

　大獅はひと際力強く突き入れたあと、そこで動きを止めた。その直後、吐精を促す濡れた柔らかな肉襞の締めつけに導かれるまま、硬さと大きさを増した肉棒を震わせ、乃々花の奥を真っ白な欲望で塗りつぶした。

　それらはすべて薄膜で阻まれているはずなのに、直接注ぎ込まれているかのような錯覚を覚えた。そのくらい、迸る勢いは激しかった。

「……大獅くん、いつも優しく抱いてくれてたんだね」

　繋がっていた体を離して、ベッドに並んで横たわってから、乃々花は呟くように言った。

　うんと泳いだあとのような、あるいは長い距離を走った後のような、そんな怠さと爽快感を味わっていた。

　部屋の中には二人の汗と、濃い男女のにおいがした。そんな中でまだ下着をつけたままなのがおかしくて、改めて一糸纏わぬ姿になる。

「激しいの、嫌だった？」

　不安そうに大獅に尋ねられ、乃々花は慌てて首を振った。

「嫌じゃないよ、全然。……大獅くんになら、もっと激しくされてもいい。もっともっとね、一緒に気持ちよくなりたい」

　こんな気持ち初めてで、乃々花は戸惑いながらしっとりと汗ばんだ大獅の胸に頬を寄せた。

　さんざん快楽を貪ったくせに、体がまだ足りないというのだ。

　その気持ちを伝えたくて甘えると、大獅はギュッと抱きしめてくれた。

「……幸せすぎる。俺もう、乃々花のこと手放せないと思う」

　かすれた、余裕のない声で言われ、乃々花の胸はキュンとする。先ほど自分を荒々しく抱いた人が、こんなふうに切ない声を出すのだと思うと、その落差にときめいてしまう。

「離れるわけないよ……私、大獅くんが本当に好きなの」

「……たまんないな。俺の彼女が可愛くて、胸が潰れそうだ」

　そう言って腕の力をさらに強められると苦しくなってしまうのだが、それよりも気になるのは、彼のものがまた力を取り戻していることだ。

「……大獅くん、これ……」

「乃々花が可愛すぎて、また元気になっちゃったな。──朝まで仲良くしような」

「んぅ……」

　貪るように口づけられ、のしかかられ、乃々花は再び大獅に組み敷かれた。

　そして彼の宣言通り、一晩中様々な体位で、家のいろんな場所で、可愛がられてしまったのだった。

　体は当然きつい。だが、乃々花は大獅に思いきり抱かれることは嫌ではなかった。むしろ、この体に生まれてよかったと、初めて思うことができていた。

　なぜなら、抱かれるたびに彼に愛されているときちんと感じることができるから。そして、彼がこの体に欲情してくれることが、何より嬉しかったから。

　乃々花は大獅と出会って、身も心も愛される喜びを知ったのだ。

　素敵な思い出にできたらと体を重ねたあの夜から、乃々花はとびきりの幸せを掴んだのだった。
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　このたびはこの作品を手に取っていただき、ありがとうございます。猫ねこ屋やちゃきです。

　濃蜜ラブルージュで書きませんかとお話をいただいたとき、現代モノだ！　ととても嬉しく思いました。なにぶん、日頃はヒストリカルや西洋風ファンタジーのＴＬを書いておりますので。なかなか挑戦する機会のないものを書かせていただけるのは、やっぱり嬉しいですね。

　ファンタジー要素はなしの現代モノで、大人の女性向けの濃厚でロマンティックなお話をということで、張り切って書かせていただきました。プレイの内容も、日頃より意識して濃厚でエロティック！　となっております。

　主人公の乃々花は美人で胸も大きくて仕事もできて……と魅力的な女性ですが、そんな彼女だからこその悩みを抱えていました。

　その悩みを吹き飛ばして幸せな恋愛をさせてくれるには、男気溢れる男性じゃなきゃだめだよね……ということで生まれたのが大獅です。ギャップがほしかったので強面なのに可愛いもの好きという要素を入れたのですが、それによっていい感じに素敵な男性に仕上がったのではと思っています。

　二人にロマンティックなデートをしてもらうために、実在のお店やスポットについていろいろ調べました。名前は出しておりませんが、二人がどのあたりを歩いたんだろうなと想像していただけると楽しいと思います。

　二人は飲料メーカー勤めということでお酒を飲むシーンがありますが、作者の私は下戸なので、お酒のシーンについては身近な酒呑みに聞いたり、お酒についての本を読んだりしました。ワインの産地や特色の違い、調べてみると楽しかったです。飲めたらもっと楽しいだろうに！

　乃々花と大獅のことをたくさん考えて執筆した日々だったので、原稿が自分の手を離れた今も、時々二人のことを考えます。このお店好きそうだなとか、このお酒を二人で飲むのかなとか。

　この作品を読んでくださった皆様の心の中にも、そんなふうに幸せに過ごす二人の姿が時々思い浮かべばいいなと思っております。




　それではまた、別の作品でまたお会いしましょう。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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